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介
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ご
あ
い
さ
つ

　　
　

　

21
世
紀
政
策
研
究
所
で
は
、
わ
が
国
経
済
・
社
会
が
直
面
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
取
り
上
げ
、

内
外
の
多
く
の
学
者
や
研
究
者
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
い
て
、
積
極
的
に
研
究
、
提
言
活
動
を

行
っ
て
お
り
ま
す
。
本
日
の
テ
ー
マ
で
あ
る
「
社
会
保
障
の
制
度
設
計
」
も
そ
の
な
か
の
重
要
な

一
つ
で
あ
り
、
東
京
大
学
大
学
院
の
岩
本
康
志
教
授
に
研
究
主
幹
を
お
願
い
し
て
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
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ク
ト
を
立
ち
上
げ
、
一
年
間
検
討
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

ご
案
内
の
と
お
り
、
人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
と
い
っ
た
経
済
・
社
会
の
構
造
変
化
に
対
応
す

る
た
め
、
ま
た
財
政
健
全
化
を
達
成
す
る
た
め
に
も
、
税
制
と
一
体
と
な
っ
た
社
会
保
障
制
度
の

抜
本
改
革
は
ま
さ
に
喫
緊
の
課
題
で
す
。

　

政
府
に
お
き
ま
し
て
も
二
月
十
七
日
に
、「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
大
綱
」
を
閣
議
決
定
し

た
と
こ
ろ
で
す
。
当
研
究
所
で
は
、
こ
の
政
府
案
の
評
価
を
行
う
と
と
も
に
、
子
ど
も
・
子
育
て

支
援
、
医
療
・
介
護
、
年
金
、
貧
困
・
格
差
対
策
と
い
っ
た
各
分
野
に
わ
た
っ
て
改
革
の
方
向
性

を
検
討
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　

本
日
は
、
前
厚
生
労
働
副
大
臣
の
大
塚
耕
平
先
生
に
ご
講
演
い
た
だ
き
、
岩
本
研
究
主
幹
か
ら

当
研
究
所
の
研
究
成
果
を
ご
報
告
す
る
と
と
も
に
、
そ
の
あ
と
の
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で

は
委
員
か
ら
の
各
論
の
説
明
、
討
論
に
は
大
塚
先
生
に
も
加
わ
っ
て
い
た
だ
き
、
改
革
に
向
け
た

忌
憚
の
な
い
ご
議
論
を
行
っ
て
い
た
だ
く
こ
と
と
し
て
お
り
ま
す
。
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本
日
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
が
社
会
保
障
制
度
改
革
の
一
助
に
な
れ
ば
、
主
催
者
と
し
て
も
喜
び
に

堪
え
ま
せ
ん
。

　
　
　
　

二
〇
一
二
年
二
月
二
十
三
日

21
世
紀
政
策
研
究
所
理
事
長　

森
田
富
治
郎
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／

Ｔ
Ｍ
Ｉ
総
合
法
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事
務
所
弁
護
士

一
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改
革
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意
義
と
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Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
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「
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
改
革
」
か
「
パ
ラ
ダ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
改
革
」
か

　

本
日
は
「
一
体
改
革
の
意
義
（
現
行
制
度
の
調
整
）」「
問
題
の
本
質
（
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
）」「
医
療
・
介
護
・
年
金
・
雇
用
の
方
向
性
」「
社
会
保
障
制
度
の
ル
ー
ツ
と
遺
伝
子
」
の
4

点
に
つ
い
て
考
え
方
を
述
べ
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
参
考
に
し
て
い
た
だ
け
れ
ば
と
思

い
ま
す
。

　

ま
ず
、「
社
会
保
障
制
度
論
争
の
本
質
」
で
す
（
図
表
１
参
照
）。
本
日
ご
出
席
の
先
生
方
の
資

料
を
拝
読
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
と
こ
ろ
、
白
石
先
生
の
資
料
の
な
か
に
「
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ

ク
改
革
」
と
「
パ
ラ
ダ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
改
革
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
し
た
。
私
が
普
段
考
え

て
い
る
こ
と
と
接
点
が
あ
り
ま
す
の
で
、
あ
え
て
そ
の
言
葉
を
使
わ
せ
て
い
た
だ
き
、
話
を
進
め

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
改
革
と
は
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に
、
い
く
つ
か

の
パ
ラ
メ
ー
タ
を
操
作
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
見
直
し
を
行
う
も
の
で
す
。
例
え
ば
税
や
社
会
保
険
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料
の
負
担
を
引
き
上
げ
る
、
あ
る
い
は
給
付
を
引
き
下
げ
る
と

い
う
よ
う
な
パ
ラ
メ
ー
タ
の
改
革
に
よ
っ
て
、
持
続
可
能
性
を

高
め
て
い
き
ま
す
。

　

一
方
、
パ
ラ
ダ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
改
革
は
、
ま
さ
し
く
パ
ラ
ダ

イ
ム
を
改
革
す
る
こ
と
で
す
。
パ
ラ
ダ
イ
ム
と
は
、
辞
書
に
よ

れ
ば
「
理
論
的
枠
組
み
。
あ
る
時
代
・
分
野
に
特
徴
的
な
も
の

の
考
え
方
、
認
識
の
枠
組
み
」
と
定
義
さ
れ
て
い
ま
す
。
し
た

が
っ
て
、
パ
ラ
ダ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
改
革
が
必
要
に
な
る
か
ど
う

か
は
、
あ
る
時
代
・
分
野
に
特
徴
的
な
も
の
の
考
え
方
、
認
識

の
枠
組
み
と
現
在
の
社
会
保
障
制
度
が
合
致
し
て
い
る
か
ど
う

か
、
そ
の
結
果
と
し
て
持
続
可
能
性
が
高
い
か
ど
う
か
に
よ
っ

て
決
ま
っ
て
き
ま
す
。

図表 1  社会保障制度論争の本質

現行制度 ｖｓ

ｖｓ

（パラメトリック改革） （パラダイマティック改革）

（共助・社会保険とは何なのか）

新制度

自助 公助
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パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
改
革
の
場
合
は
、
現
行
制
度
に
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
パ
ラ
メ
ー
タ
が
現
実
的

で
あ
る
か
ど
う
か
、
そ
の
結
果
と
し
て
改
革
の
必
要
性
が
高
い
か
ど
う
か
が
問
わ
れ
ま
す
。
こ
の

よ
う
に
し
て
、
現
行
制
度
に
お
け
る
改
革
と
新
制
度
を
目
指
し
た
改
革
、
つ
ま
り
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ

ク
改
革
と
パ
ラ
ダ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
改
革
の
是
非
が
議
論
さ
れ
る
わ
け
で
す
。

　

年
金
財
政
計
算
の
経
済
前
提
は
現
実
的
か

　

そ
う
い
う
観
点
を
踏
ま
え
、
数
字
の
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
一
番
シ
ン
ボ
リ
ッ
ク
で
わ

か
り
や
す
い
の
が
年
金
制
度
の
論
点
と
言
え
ま
す
。
現
行
の
年
金
制
度
の
持
続
可
能
性
に
か
か
わ

る
非
常
に
重
要
な
論
点
の
一
つ
で
す
。

　

２
０
０
９
年
の
春
に
直
近
の
年
金
財
政
計
算
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
と
き
の
経
済
前
提
は
、

物
価
上
昇
率
１
％
、
名
目
賃
金
上
昇
率
２
・
５
％
、
名
目
運
用
利
回
り
４
・
１
％
。
こ
の
数
字
を

前
提
に
１
０
０
年
安
心
か
ど
う
か
が
計
算
さ
れ
て
い
る
わ
け
で
す
。
名
目
賃
金
上
昇
率
２
・
５
％
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で
１
０
０
年
先
を
計
算
す
る
と
、
賃
金
は
12
倍
に
な
り

ま
す
。
月
給
が
30
万
円
の
人
は
３
６
０
万
円
の
月
給
に

な
り
ま
す
。
１
０
０
年
後
で
す
か
ら
、
３
６
０
万
円
に

な
る
こ
と
が
な
い
と
も
言
い
切
れ
な
い
で
す
が
、
果
た

し
て
そ
れ
が
現
実
的
か
ど
う
か
。

　

名
目
運
用
利
回
り
４
・
１
％
で
計
算
し
ま
す
と
、
積

立
金
は
１
０
０
年
間
で
約
53
倍
に
な
る
の
で
、
現
在
の

積
立
金
が
１
５
０
兆
円
だ
と
す
る
と
７
９
５
０
兆
円
の

規
模
に
な
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
が
現
実
的
と
言

え
る
か
ど
う
か
も
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

ま
た
、
物
価
上
昇
率
が
１
％
の
と
き
に
、
名
目
賃
金

上
昇
率
が
２
・
５
％
、
名
目
運
用
利
回
り
が
４
・
１
％

大塚参議院議員
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に
な
る
論
理
的
根
拠
は
あ
り
ま
せ
ん
。
中
央
銀
行
出
身
の
立
場
か
ら
申
し
あ
げ
ま
す
が
、
こ
の
三

つ
の
前
提
の
因
果
関
係
、
現
実
的
根
拠
は
な
か
な
か
説
明
し
が
た
い
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

年
金
財
政
計
算
は
５
年
ご
と
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
年
金
の
議
論
が
こ
れ
ほ
ど
ク
ロ
ー
ズ
ア
ッ

プ
さ
れ
た
の
は
、
２
０
０
９
年
の
年
金
財
政
計
算
の
５
年
前
、
２
０
０
４
年
の
年
金
財
政
計
算
の

時
か
ら
で
す
。
そ
の
年
の
国
会
は
年
金
国
会
と
言
わ
れ
ま
し
た
。

　

２
０
０
４
年
に
は
ど
う
い
う
経
済
前
提
が
パ
ラ
メ
ー
タ
と
し
て
組
み
込
ま
れ
て
い
た
か
と
い
う

と
、
物
価
上
昇
率
は
同
じ
１
％
で
し
た
が
、
名
目
賃
金
上
昇
率
は
２
・
１
％
と
、
２
０
０
９
年
よ

り
０
・
４
低
い
数
字
で
す
。
名
目
運
用
利
回
り
は
３
・
２
％
で
、
同
じ
く
０
・
９
低
い
数
字
で
す
。

つ
ま
り
、
２
０
０
４
年
よ
り
も
２
０
０
９
年
の
パ
ラ
メ
ー
タ
の
ほ
う
が
甘
く
な
っ
て
い
る
と
い
う

こ
と
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
２
０
０
４
年
か
ら
２
０
０
９
年
の
５
年
の
間
に
は
サ
ブ
プ
ラ
イ
ム
危
機
や
リ
ー
マ

ン
・
シ
ョ
ッ
ク
が
あ
り
、
日
本
経
済
は
大
変
厳
し
い
状
況
に
な
っ
て
い
き
ま
し
た
の
で
、
５
年
経
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っ
た
こ
と
に
よ
っ
て
、
よ
り
甘
い
パ
ラ
メ
ー
タ
を
入
れ
て
計
算
す
る
こ
と
が
果
し
て
現
実
的
か
ど

う
か
。
こ
の
点
が
重
要
な
論
点
と
言
え
ま
す
。

　

一
体
な
ぜ
そ
ん
な
こ
と
を
し
た
の
で
し
ょ
う
か
。
図
表
２
（
14
ペ
ー
ジ
）
の
「
日
本
の
将
来
人

口
の
推
定

（1）
」
の
棒
グ
ラ
フ
は
、
下
の
黒
い
線
が
高
齢
者
、
そ
の
上
が
現
役
世
代
、
一
番
上
が
若

年
世
代
に
な
り
ま
す
。
グ
ラ
フ
の
左
端
は
２
０
０
５
年
で
す
。
だ
ん
だ
ん
高
齢
化
率
が
高
ま
り
、

65
歳
以
上
人
口
の
絶
対
数
の
ピ
ー
ク
は
２
０
４
２
年
、
比
率
で
の
ピ
ー
ク
は
２
０
７
２
年
に
な
り

ま
す
。
こ
の
図
だ
け
を
見
て
も
、
絶
対
数
で
ピ
ー
ク
に
な
る
２
０
４
２
年
以
降
は
高
齢
者
と
現
役

世
代
が
ほ
ぼ
１
対
１
の
割
合
で
す
の
で
、
非
常
に
厳
し
い
人
口
構
成
に
な
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
す
。

　

１
対
１
と
い
う
の
は
、
現
役
世
代
１
人
で
高
齢
者
１
人
を
支
え
る
と
い
う
、
俗
に
言
う
肩
車
社

会
で
す
。
し
か
し
、
現
実
は
も
っ
と
厳
し
く
考
え
た
ほ
う
が
い
い
と
思
い
ま
す
。
ご
夫
婦
の
ど
ち

ら
か
１
人
が
専
業
主
婦
ま
た
は
主
夫
の
場
合
で
も
、
夫
婦
は
現
役
世
代
２
人
と
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
ま

す
か
ら
、
１
人
の
収
入
で
２
人
の
高
齢
者
を
支
え
て
い
た
だ
く
構
図
に
な
り
ま
す
。
非
常
に
深
刻
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図
表

2 日
本

の
将

来
人

口
推

計（
1）

２００５年

２０１０年

２０１５年

２０２０年

２０２５年

２０３０年

２０３５年

２０４０年

２０４５年

２０５０年

２０５５年

２０６０年

２０６５年

２０７０年

２０７５年

２０８０年

２０８５年

２０９０年

２０９５年

２１００年

２１０５年

140,000

120,000

100,000

80,000

60,000

40,000

20,0000

（
千
人
）

45.0

40.0

35.0

30.0

25.0

20.0

15.0

10.0

5.0

0.0

（
％
）

（
出
所
）
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所
「
日
本
の
将
来
推
計
人
口
（
平
成
18年

12月
推
計
）
中
位
推
計
」

0
～
14
歳

15
～
64
歳

65
歳
以
上

65
歳
以
上
割
合

65
歳

以
上

人
口

の
ピ

ー
ク（

2042年
）:

3863
万

人

高
齢

化
率

の
ピ

ー
ク

（
2072年

）:
42.3%
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と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
。

　

江
戸
時
代
は
人
口
が
３
０
０
０
万
人
強
で
ほ
ぼ
安
定
し
て
い
ま
し
た
図
表
３
（
16
ペ
ー
ジ
）。

明
治
維
新
に
な
る
と
、
近
代
化
で
経
済
成
長
が
始
ま
り
、
生
活
水
準
も
向
上
し
、
平
均
寿
命
も
長

く
な
り
ま
す
。
太
平
洋
戦
争
の
と
き
に
戦
争
の
た
め
に
人
口
は
か
な
り
減
り
ま
し
た
が
、
そ
れ
で

も
１
９
４
５
年
に
は
７
０
０
０
万
人
を
超
え
、
ピ
ー
ク
が
２
０
０
４
年
12
月
の
１
億
２
７
８
４
万

人
。
つ
ま
り
、
１
５
０
年
間
で
人
口
が
４
倍
に
膨
れ
た
わ
け
で
す
。

　

戦
後
の
50
年
間
に
は
、
社
会
保
障
制
度
が
急
速
に
整
備
さ
れ
ま
し
た
。
人
口
増
加
を
前
提
に
し

て
構
築
さ
れ
た
社
会
保
障
制
度
が
、
こ
れ
か
ら
１
０
０
年
間
で
現
在
の
３
分
の
１
か
ら
４
分
の
１
、

つ
ま
り
、
元
の
水
準
で
あ
る
３
０
０
０
万
人
台
に
近
い
４
０
０
０
万
人
前
後
に
人
口
が
減
っ
て
い

く
プ
ロ
セ
ス
で
、
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
改
革
だ
け
で
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
が
維
持
で
き

る
か
ど
う
か
。
そ
れ
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
人
口
減
少
の
予
想
が
つ
き
始
め
た
あ
た
り
で
、

な
ぜ
も
う
少
し
大
胆
な
改
革
に
踏
み
込
ま
な
か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
踏
み
込
め
な
か
っ
た
の
か
。
こ
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図
表
3
日
本
の
将
来
人
口
推
計（
2）

13,000

12,000

11,000

10,000

9,000

8,000

7,000

6,000

5,000

4,000

3,000

2,000

1,0000

（
万
人
）

鎌倉幕府成立

室町幕府成立

（
1192年

）
757万

人

（
1338年

）
818万

人

江戸幕府成立
（
1603年

）
1,227万

人

享保改革

明治維新

終戦

（
1716～

45年
）

3,128万
人

（
1868年

）
3,330万

人

（
1945年

）
7,199万

人

（
2000年

）
12,693万

人

2004年
12月

に
ピ
ー
ク

12,784万
人

高
齢

化
率

 1
9

.6
%

2030年
11,522万

人

2100年（
高
位
推
計
）

6,407万
人

2100年（
低
位
推
計
）

3,770万
人

高
齢

化
率

 3
1

.8
%

2050年
9,515万

人
高

齢
化

率
 3

9
.6

%

2100年（
中
位
推
計
）

4,771万
人

高
齢

化
率

 4
0

.6
%

800
1000

1200
1400

1600
1650

1700
1750

1800
1850

1900
1950

2000
2100

2050

日
本
の
総
人
口
は
、
2004

年
を
ピ
ー
ク
に
、
今
後
100
年
間
で
100
年
前
（
明
治
時
代
後
半
）
の
水
準
に
戻
っ
て
い
く
可
能
性
。

こ
の
変
化
は
千
年
単
位
で
み
て
も
類
を
見
な
い
、
極
め
て
急
激
な
減
少
。

（
年
）

（
出
所
）
総
務
省「
国
勢
調
査
報
告
」、同「

人
口
推
計
年
報
」、同「

平
成
12年

及
び
17年

国
勢
調
査
結
果
に
よ
る
補
間
推
計
人
口
」、国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題
研
究
所「
日
本
の

将
来
推
計
人
口（
平
成
18年

12月
推
計
）」、国

土
庁「
日
本
列
島
に
お
け
る
人
口
分
布
の
長
期
時
系
列
分
析
」（
1974年

）を
も
と
に
、国
土
交
通
省
国
土
計
画
局
作
成
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の
点
に
つ
い
て
は
の
ち
ほ
ど
ま
た
若
干
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

社
会
保
障
制
度
論
争
の
本
質
は
、
現
行
制
度
の
調
整
・
修
正
と
い
う
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
改
革
の

範
囲
で
持
続
可
能
性
を
高
め
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
ど
う
か
。
あ
る
い
は
、
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
改

革
を
や
り
な
が
ら
も
、
や
が
て
は
パ
ラ
ダ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
改
革
を
目
指
さ
な
い
と
、
持
続
可
能

性
を
先
々
に
わ
た
っ
て
維
持
で
き
な
い
の
か
ど
う
か
。
こ
こ
が
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

　

年
金
に
関
し
て
は
最
近
、
新
年
金
制
度
の
試
算
の
件
で
お
騒
が
せ
を
し
て
お
り
ま
す
。
去
年
、

私
が
厚
生
労
働
副
大
臣
の
と
き
に
、
党
の
要
請
に
基
づ
い
て
試
算
し
ま
し
た
。
試
算
が
公
表
さ
れ

る
こ
と
に
な
り
、
正
式
に
説
明
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
よ
か
っ
た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

い
ま
行
わ
れ
て
い
る
年
金
制
度
改
革
の
議
論
は
、
現
行
制
度
の
維
持
可
能
性
を
高
め
る
た
め
に

マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を
き
ち
ん
と
適
用
し
よ
う
と
い
う
話
で
す
。
し
か
し
、
相
変
わ
ら
ず
現
在

の
１
０
０
年
安
心
の
前
提
条
件
は
、
先
ほ
ど
申
し
あ
げ
た
名
目
賃
金
上
昇
率
２
・
５
％
と
名
目
運

用
利
回
り
４
・
１
％
で
計
算
し
て
い
ま
す
。
い
つ
ま
で
も
そ
の
数
字
を
使
っ
た
年
金
財
政
計
算
で
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現
行
制
度
の
維
持
可
能
性
を
説
明
し
て
い
く
の
は
困
難
な
こ
と
で
す
。
そ
こ
で
、
新
し
い
年
金
制

度
の
議
論
も
並
行
し
て
始
め
る
た
め
の
試
算
で
す
。
こ
の
区
別
は
、
ぜ
ひ
ご
認
識
を
い
た
だ
き
た

い
点
で
す
。

　

ち
な
み
に
、
Ｇ
Ｐ
Ｉ
Ｆ
（
年
金
積
立
金
管
理
運
用
独
立
行
政
法
人
）
の
持
っ
て
い
る
年
金
積
立

金
の
金
額
は
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
し
、
毎
年
入
っ
て
く
る
保
険
料
収
入
と
毎
年
の
給
付
総
額
も
大

体
わ
か
っ
て
い
ま
す
の
で
、
先
々
の
受
給
者
数
に
比
例
し
て
給
付
を
増
や
し
て
い
く
と
、
積
立
金

が
何
年
ご
ろ
に
ど
う
な
る
か
は
、
エ
ク
セ
ル
に
数
字
を
打
ち
込
め
ば
数
分
で
計
算
で
き
ま
す
。
名

目
運
用
利
回
り
４
・
１
％
を
例
え
ば
１
・
０
％
に
変
え
て
計
算
す
る
と
、
積
立
金
は
あ
っ
と
い
う

間
に
枯
渇
し
ま
す
。
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
を
駆
使
す
れ
ば
、
高
校
生
や
中
学
生
で
も
す
ぐ
わ
か
る
話
で

す
。
こ
の
現
実
に
目
を
つ
ぶ
り
続
け
て
い
て
い
い
の
か
。
そ
れ
が
問
わ
れ
て
い
る
の
で
す
。
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社
会
保
険
料
と
は
何
か

　

社
会
保
障
制
度
論
争
の
本
質
は
、
社
会
保
険
料
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
、
社
会
保
険
と
は
何

な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
の
点
を
深
く
議
論
し
な
い
と
、
結
局
、
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
改
革

に
押
し
と
ど
め
ら
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

自
助
・
共
助
・
公
助
。
こ
の
言
葉
の
意
味
は
共
有
し
て
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
公
助
は
公

的
サ
ー
ビ
ス
。
自
助
は
私
的
サ
ー
ビ
ス
で
あ
り
、
自
分
で
何
と
か
す
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
民
間

保
険
に
加
入
し
た
り
、
老
後
に
備
え
て
貯
蓄
す
る
こ
と
な
ど
が
自
助
に
該
当
し
ま
す
。
公
助
と
自

助
の
中
間
に
あ
る
の
が
共
助
。
そ
の
共
助
を
支
え
る
保
険
料
と
は
一
体
何
な
の
か
。
21
世
紀
政
策

研
究
所
の
森
田
理
事
長
ご
自
身
も
生
命
保
険
会
社
の
ご
出
身
で
あ
り
、
民
間
保
険
会
社
の
皆
さ
ん

は
こ
う
い
う
点
に
つ
い
て
も
大
変
深
く
い
ろ
い
ろ
お
考
え
い
た
だ
い
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
国
民

の
間
に
は
、
社
会
保
険
料
に
対
す
る
、
あ
る
い
は
共
助
に
対
す
る
認
識
に
錯
覚
が
あ
り
ま
す
。
と

い
う
よ
り
も
、
国
が
錯
覚
を
与
え
続
け
て
き
た
結
果
、
今
日
の
社
会
保
障
制
度
の
問
題
に
つ
な
が
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っ
て
い
き
ま
し
た
。

　

多
く
の
国
民
の
皆
さ
ん
は
、
年
金
の
社
会
保
険
料
は
自
分
の
た
め
に
積
み
立
て
ら
れ
て
い
る
と

錯
覚
を
し
て
き
た
わ
け
で
す
。
政
府
も
意
図
的
に
そ
う
い
う
印
象
を
与
え
続
け
て
き
ま
し
た
。
修

正
積
立
方
式
と
い
う
言
い
方
を
し
て
、
あ
え
て
賦
課
方
式
と
い
う
言
い
方
を
避
け
て
き
た
と
言
え

ま
す
。

　

つ
ま
り
、
現
役
世
代
に
対
し
て
「
い
ま
お
支
払
い
い
た
だ
い
て
い
る
保
険
料
は
、
い
ま
の
高
齢

者
の
皆
さ
ん
の
た
め
で
あ
り
、
決
し
て
あ
な
た
方
の
た
め
に
積
み
立
て
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
」
と
い
う
率
直
な
説
明
を
し
て
こ
な
か
っ
た
た
め
に
、
積
立
金
と
し
て
自
分
た
ち
の
た
め
に

政
府
が
預
か
っ
て
く
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
錯
覚
に
つ
な
が
っ
て
き
た
わ
け
で
す
。
実

際
は
そ
う
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
と
す
る
と
、
社
会
保
険
料
と
は
い
っ
た
い
何
な
の
か
。
社
会
保
険

料
は
わ
ず
か
数
十
年
の
歴
史
し
か
な
い
政
策
ツ
ー
ル
で
、
普
遍
的
な
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
多

く
の
国
民
の
皆
さ
ん
は
普
遍
的
な
も
の
だ
と
お
考
え
に
な
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
そ
う
で
は
な
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い
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

２
０
０
４
年
の
年
金
国
会
以
降
、
年
金
の
問
題
は
ず
い
ぶ
ん
い
ろ
い
ろ
と
議
論
に
な
り
ま
し
た
。

ご
記
憶
に
あ
る
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
る
と
思
い
ま
す
が
、
昭
和
50
年
代
、
当
時
の
年
金
局
幹
部
の
公

式
発
言
が
あ
る
公
的
文
書
の
な
か
に
残
っ
て
い
て
、
そ
の
内
容
が
国
会
で
問
題
に
な
り
ま
し
た
。

曰
く
「
社
会
保
険
料
は
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
使
え
ば
い
い
」
と
い
う
も
の
で

す
。
実
際
は
、
や
が
て
人
口
減
少
社
会
を
迎
え
、
負
担
と
給
付
の
バ
ラ
ン
ス
も
変
わ
っ
て
い
く
こ

と
が
予
測
さ
れ
な
が
ら
「
社
会
保
険
料
は
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
」
と
い
う
感
覚
で
目
的
外
の
支

出
、
不
要
不
急
の
支
出
に
使
わ
れ
ま
し
た
。
そ
こ
に
深
刻
な
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

こ
こ
に
い
ら
っ
し
ゃ
る
皆
さ
ん
は
現
役
世
代
で
す
し
、
若
い
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
の
で
、

以
前
の
世
代
の
非
常
に
無
責
任
な
対
応
の
ツ
ケ
を
、
こ
れ
か
ら
払
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、

い
わ
ば
運
命
共
同
体
で
す
。
で
あ
る
か
ら
こ
そ
、
こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
制
度
を
ど
う
考
え
て
い

っ
た
ら
い
い
の
か
、
率
直
に
話
し
合
う
べ
き
段
階
に
来
て
い
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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こ
こ
ま
で
お
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
と
、
一
体
改
革
の
意
義
と
は
何
か
、
つ
ま
り
、
今
国
会
で

議
論
し
て
い
る
こ
と
の
意
義
が
お
わ
か
り
い
た
だ
け
る
と
思
い
ま
す
。
現
行
制
度
の
調
整
・
修
正

を
し
て
い
る
に
す
ぎ
な
い
、
と
言
う
と
後
ろ
向
き
に
聞
こ
え
ま
す
が
、
そ
れ
を
や
ら
ざ
る
を
得
な

い
の
で
、
現
行
制
度
の
調
整
・
修
正
を
し
て
、
現
在
の
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
を
高
め
る

作
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
れ
で
ジ
・
エ
ン
ド
に
で
き
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
パ
ラ
ダ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
な
改
革
も
引
き
続
き
や
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。

　

巨
額
の
財
政
支
出
と
経
済
の
長
期
低
迷

　

問
題
の
本
質
を
共
有
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
、
実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ
成
長
率
が
、
ず
っ
と
右
下
が
り
だ

っ
た
こ
と
を
ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
（
図
表
４
参
照
）。
私
は
80
年
代
に
社
会
人
に

な
り
ま
し
た
。
プ
ラ
ザ
合
意
が
85
年
に
あ
り
、
円
高
不
況
の
あ
と
に
バ
ブ
ル
経
済
が
発
生
し
ま
し

た
。
し
か
し
、
１
９
７
０
年
代
以
降
、
総
じ
て
み
れ
ば
成
長
率
は
一
貫
し
て
低
下
傾
向
が
続
い
て
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図
表

４
 実

質
Ｇ

Ｄ
Ｐ

成
長

率
の

推
移

-8 -6 -4 -2 0 2 4 6 8 10 12 14 16

１９５６

１９５９

１９６２

１９６５

１９６８

１９７１

１９７４

１９７７

１９８０

１９８３

１９８６

１９８９

１９９２

１９９５

１９９８

２００１

２００４

２００７

２０１０

純
輸
出

公
的
需
要

在
庫
投
資

設
備
投
資

住
宅
投
資

個
人
消
費

実
質
Ｇ
Ｄ
Ｐ

（
前
年
比
寄
与
度
、
％
）

東日本大震災

（
出
所
）
内
閣
府
「
国
民
経
済
計
算
」
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き
ま
し
た
。
な
ぜ
日
本
の
成
長
率
が
下
が
っ
て
い
く
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い
て
、
エ
コ
ノ
ミ

ス
ト
や
政
治
家
、
官
僚
も
「
日
本
は
成
熟
国
家
だ
か
ら
し
か
た
な
い
」「
先
進
国
だ
か
ら
し
か
た

な
い
」「
こ
れ
は
ト
レ
ン
ド
だ
」
と
い
う
説
明
を
す
る
人
が
大
半
で
し
た
。

　

あ
る
程
度
は
的
を
射
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
高
成
長
が
ず
っ
と
続
く
こ
と
は
考
え
ら
れ
ま
せ
ん
。

し
か
し
、
ア
メ
リ
カ
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
諸
国
は
日
本
の
よ
う
に
傾
向
的
に
成
長
率
が
下
が
っ
て
い
っ

た
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
一
時
的
に
は
日
本
よ
り
か
な
り
高
い
成
長
率
も
実
現
し
、
単
純
な
右

下
が
り
傾
向
で
は
な
い
国
が
大
半
で
し
た
。

　

な
ぜ
日
本
は
一
貫
し
て
右
下
が
り
に
な
っ
た
の
か
。
成
長
率
が
高
け
れ
ば
、
収
入
も
増
え
る
わ

け
で
す
し
、
生
活
も
安
定
し
ま
す
。
お
子
さ
ん
を
２
人
も
う
け
て
み
よ
う
と
か
、
少
子
化
に
対
す

る
プ
ラ
ス
の
影
響
も
あ
り
、
い
ろ
い
ろ
な
こ
と
が
変
化
し
て
き
た
は
ず
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
成

長
率
は
ず
っ
と
下
が
り
続
け
ま
し
た
。

　

原
因
の
一
つ
は
、
そ
の
間
、
大
規
模
な
財
政
支
出
を
し
て
き
た
わ
り
に
、
そ
の
財
政
支
出
が
十
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分
に
経
済
成
長
や
景
気
浮
揚
効
果
を
発
揮
し
な
か
っ
た
こ
と
が
指
摘
で
き
ま
す
。

　

図
表
５
（
26
ペ
ー
ジ
）
は
、
長
国
（
長
期
国
債
）、
短
国
（
短
期
国
債
）、
地
方
債
の
発
行
残
高

等
の
対
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
す
。
比
で
す
か
ら
、
こ
の
グ
ラ
フ
が
高
け
れ
ば
高
い
ほ
ど
財
政
状
況
が

悪
い
、
借
金
の
状
況
が
厳
し
い
と
思
っ
て
く
だ
さ
い
。
こ
の
デ
ー
タ
は
日
銀
か
ら
取
り
寄
せ
て
い

ま
す
の
で
、
正
確
な
グ
ラ
フ
で
す
。
野
党
時
代
か
ら
国
会
の
審
議
で
使
っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

１
９
４
５
年
に
向
け
て
財
政
赤
字
が
急
増
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
戦
争
の
た
め
で
あ
っ
た
こ

と
は
す
ぐ
わ
か
り
ま
す
。
戦
後
、
旧
政
府
の
債
務
減
免
や
イ
ン
フ
レ
に
よ
っ
て
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
は
低

下
し
ま
し
た
が
、
昭
和
40
年
（
１
９
６
５
年
）
か
ら
赤
字
国
債
の
発
行
が
始
ま
り
、
私
の
世
代
が

社
会
人
に
な
る
こ
ろ
、
つ
ま
り
１
９
８
０
年
代
に
は
す
で
に
、
こ
の
ま
ま
の
ト
レ
ン
ド
で
国
債
発

行
が
増
え
て
い
く
と
ま
ず
い
と
い
う
こ
と
が
言
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

　

本
日
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
く
大
半
の
先
生
方
は
私
と
同
世
代

で
す
。
学
生
の
こ
ろ
か
ら
、
こ
の
ま
ま
の
ト
レ
ン
ド
で
は
大
変
だ
と
言
わ
れ
て
い
た
こ
と
を
ご
記
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図
表
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 日
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右
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右
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目
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前

超
え
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憶
の
こ
と
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
、
バ
ブ
ル
経
済
で
一
時
的
に
税
収
が
増
え
、
当
時
の
大
蔵
省
が

掲
げ
て
い
た
昭
和
63
（
１
９
８
８
）
年
度
に
お
け
る
赤
字
国
債
発
行
ゼ
ロ
の
目
標
を
達
成
。
財
政

赤
字
も
少
し
減
り
ま
し
た
が
、
バ
ブ
ル
が
崩
壊
し
て
以
降
は
大
変
な
伸
び
方
を
し
て
い
ま
す
。
結

局
、
元
の
ト
レ
ン
ド
に
戻
っ
た
と
言
っ
て
も
い
い
と
思
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
巨
額
の
財
政
支
出
を
行
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
残
念
な
が
ら
成
長
率
が
伸
び
な

か
っ
た
と
こ
ろ
に
問
題
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、
財
政
支
出
が
十
分
な
効
果
を
発
揮
し
な
か
っ
た

た
め
に
、
経
済
成
長
率
は
一
貫
し
て
右
下
が
り
に
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

　

社
会
資
本
の
つ
く
り
過
ぎ
、
社
会
保
障
の
や
り
過
ぎ
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム

　

で
は
な
ぜ
財
政
支
出
が
効
か
な
か
っ
た
の
か
。
な
ぜ
こ
れ
ほ
ど
の
財
政
赤
字
に
な
っ
た
の
か
。

理
由
は
い
ろ
い
ろ
あ
り
ま
す
が
、
本
日
は
２
点
だ
け
指
摘
し
て
お
き
ま
す
。

　

一
つ
は
社
会
資
本
（
道
路
、
港
湾
、
空
港
、
ダ
ム
な
ど
）
の
つ
く
り
過
ぎ
で
す
。
図
表
６
（
28
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図
表

6 社
会

資
本

の
維

持
管

理
・

更
新

費

（
出
所
）
平
成
21年

度
国
土
交
通
白
書

67
69
71
73
75
77
79
81
83

87
89
91
93
95
97
99

03
05
07
09
11
13
15
17
19
21
23
25
27
29
31
33
35
37
39
41
43
45
47
49
51
53
55
57
59

85
１９６７

２００１

20151050-5

新
設
（
充
当
可
能
）
費

災
害
復
旧
費

維
持
・
管
理
費

（
年
度
）

維
持
・
管
理
・

更
新
費
が
投

資
可
能
総
額

を
上
回
る
額

更
新
費

維
持
・
管
理
・
更
新
費
が
投
資

可
能
額
を
上
回
る
額
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ペ
ー
ジ
）
で
お
わ
か
り
の
よ
う
に
、
急
速
に
新
規
投
資
を
増
額
し
て
き
ま
し
た
。
厳
し
い
財
政
状

況
に
な
っ
た
た
め
に
、
２
０
０
０
年
ご
ろ
か
ら
新
規
投
資
は
減
少
し
、
今
後
の
新
規
投
資
は
一
定

額
と
仮
定
し
て
、
横
一
線
で
仮
置
き
し
て
い
る
わ
け
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
社
会
資
本
と
い
う
の
は
、
つ
く
れ
ば
維
持
・
管
理
費
も
必
要
で
す
し
、
耐
用
年
数

が
く
れ
ば
つ
く
り
直
さ
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
更
新
費
も
か
か
り
ま
す
。
維
持
・
管
理
費
と
更

新
費
は
予
測
が
つ
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
そ
の
予
測
値
を
重
ね
合
わ
せ
て
グ
ラ
フ
を
先
々
ま
で
伸
ば

す
と
、
新
規
投
資
を
一
定
に
し
た
と
し
て
も
、
大
体
２
０
３
０
年
代
に
入
る
と
残
念
な
が
ら
更
新

費
と
維
持
・
管
理
費
だ
け
で
、
新
規
投
資
は
全
く
で
き
な
い
状
態
に
な
り
ま
す
。
い
っ
た
い
、
こ

の
よ
う
な
状
態
に
な
る
ま
で
社
会
資
本
を
つ
く
る
必
要
が
あ
っ
た
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

で
は
こ
れ
を
見
直
せ
る
か
と
い
う
と
、
見
直
す
こ
と
が
大
変
難
し
い
。
例
え
ば
八
ツ
場
ダ
ム
は

建
設
続
行
か
中
止
か
で
ま
だ
も
め
て
い
ま
す
が
、
八
ツ
場
ダ
ム
が
あ
の
状
態
に
な
る
ま
で
に
す
で

に
３
５
０
０
億
円
投
下
さ
れ
て
お
り
ま
す
。
そ
し
て
国
土
交
通
省
は
公
式
見
解
と
し
て
、
完
成
さ
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せ
る
の
に
あ
と
１
５
０
０
億
円
か
か
る
と
言
っ
て
い
ま
す
が
、
実
際
は
と
て
も
１
５
０
０
億
円
で

は
足
り
ま
せ
ん
。
大
体
あ
と
３
０
０
０
億
円
か
か
る
と
い
う
見
通
し
か
ら
、
８
０
０
０
億
円
と
か
、

ト
ー
タ
ル
で
は
１
兆
円
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
予
測
が
飛
び
交
っ
て
い
ま
す
。

　

国
土
交
通
省
か
ら
取
り
寄
せ
た
資
料
に
よ
れ
ば
、
こ
れ
ま
で
に
大
小
合
わ
せ
て
２
６
０
０
の
ダ

ム
を
つ
く
り
ま
し
た
。
そ
し
て
い
ま
建
設
認
可
の
出
て
い
る
ダ
ム
が
２
４
５
、
着
工
中
の
ダ
ム
が

１
５
０
あ
り
ま
す
。
全
部
が
大
き
い
ダ
ム
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
い
ま
着
工
中
の
も
の
を
仮
に
ひ

と
つ
３
０
０
０
億
円
で
１
５
０
だ
け
つ
く
っ
た
と
す
る
と
、
そ
れ
だ
け
で
も
45
兆
円
か
か
り
ま
す
。

こ
れ
を
ま
だ
続
け
て
い
く
と
な
る
と
、
社
会
保
障
を
は
じ
め
、
他
の
分
野
の
財
源
は
と
て
も
確
保

で
き
ま
せ
ん
。

　

こ
う
し
た
現
実
は
、
公
共
政
策
の
分
野
で
登
場
す
る
「
Ｎニ

ン

ビ

ー

Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
（N

ot In M
y 

B
ackyard

）
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
」
と
い
う
概
念
と
関
係
が
あ
り
ま
す
。
か
つ
て
、
ア
メ
リ
カ
の
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
で
ホ
ー
ム
レ
ス
の
居
住
区
を
つ
く
ろ
う
と
し
た
ら
、
す
べ
て
の
ブ
ロ
ッ
ク
（
居
住
区
）
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の
住
民
が
「
自
分
の
ブ
ロ
ッ
ク
に
は
つ
く
る
な
」
と
反
対
し
た
そ
う
で
す
。「
自
分
の
家
の
裏
庭

で
は
、
自
分
に
嫌
な
こ
と
は
し
な
い
で
ほ
し
い
」
と
い
う
こ
と
で
す
。
こ
れ
を
わ
が
ま
ま
、
自
分

勝
手
だ
と
か
、
非
協
力
的
だ
と
い
う
言
い
方
を
し
な
い
で
、
米
国
人
は
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
シ
ン
ド
ロ
ー

ム
と
表
現
し
ま
し
た
。
何
だ
か
上
品
で
格
好
よ
く
聞
こ
え
ま
す
。
要
す
る
に
、「
自
分
に
不
利
益

な
こ
と
は
拒
否
す
る
」
と
い
う
含
意
で
す
。
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
で
は
そ
の
後
、
ご
み
焼
却
場
を
つ
く

る
と
か
、
い
ろ
い
ろ
な
ケ
ー
ス
に
お
い
て
同
じ
よ
う
な
こ
と
が
起
こ
り
、
公
共
政
策
の
分
野
で
は

こ
の
概
念
、
言
葉
が
定
着
し
て
い
き
ま
し
た
。

　

日
本
の
社
会
資
本
整
備
で
も
同
じ
こ
と
が
言
え
ま
す
。
つ
ま
り
、
世
論
調
査
を
す
る
と
国
民
の

皆
さ
ん
の
８
割
ぐ
ら
い
は
、「
八
ツ
場
ダ
ム
は
建
設
を
中
止
し
て
も
よ
い
の
で
は
な
い
か
」
と
お

答
え
に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
８
割
の
方
に
「
で
は
八
ツ
場
も
や
め
ま
す
か
ら
、
皆
さ
ん
の
地
域

の
ダ
ム
建
設
も
や
め
て
い
い
で
す
か
」
と
聞
く
と
、「
八
ツ
場
は
や
め
て
も
い
い
け
ど
北
海
道
は

つ
く
っ
て
く
れ
」「
八
ツ
場
は
や
め
て
も
い
い
け
ど
九
州
は
つ
く
っ
て
く
れ
」
と
な
り
ま
す
。
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そ
う
す
る
と
、
八
ツ
場
を
中
止
す
る
と
他
の
計
画
に
も
影
響
が
及
ぶ
た
め
、「
で
は
、
八
ツ
場

も
つ
く
っ
て
い
い
」
と
な
り
、
結
局
、
着
工
中
の
１
５
０
個
も
、
建
設
認
可
の
出
た
２
４
５
個
も

全
部
つ
く
り
続
け
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
果
た
し
て
こ
れ
を
続
け
て
い
っ
て
、
財
政
の
持
続
可
能

性
は
維
持
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
そ
ん
な
状
況
で
、
社
会
保
障
の
持
続
可
能
性
は
高
め
ら
れ
る

の
で
し
ょ
う
か
。
そ
の
こ
と
を
私
た
ち
は
真
剣
に
考
え
な
い
と
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。

　

財
政
赤
字
が
拡
大
し
た
理
由
の
も
う
一
つ
は
、
社
会
保
障
も
や
り
過
ぎ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。

そ
れ
は
、
先
ほ
ど
の
年
金
局
幹
部
の
発
言
か
ら
わ
か
る
よ
う
に
、
社
会
保
険
料
が
ど
ん
ど
ん
入
っ

て
く
る
局
面
で
、
ど
ん
ど
ん
大
盤
振
舞
す
る
と
い
う
メ
ン
タ
リ
テ
ィ
で
運
営
さ
れ
て
き
た
こ
と
に

象
徴
さ
れ
ま
す
。
過
去
に
私
は
自
分
の
論
文
を
執
筆
す
る
際
に
、
社
会
保
障
に
予
算
の
軸
足
が
移

っ
た
の
は
ど
の
内
閣
か
ら
か
調
べ
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
田
中
角
栄
内
閣
か
ら
で
し
た
。

　

自
著
か
ら
引
用
し
ま
す
と
、「
田
中
内
閣
は
、
老
人
医
療
の
無
料
化
、
健
康
保
険
法
改
正
に
よ

る
家
族
給
付
率
の
引
き
上
げ
、
高
額
療
養
費
の
新
設
、
５
万
円
年
金
、
イ
ン
フ
レ
手
当
の
支
給
、
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児
童
扶
養
手
当
や
生
活
保
護
費
の
引
き
上
げ
等
、
次
々
と
福
祉
予
算
を
拡
大
し
た
」。

　

こ
の
こ
と
に
つ
い
て
、
元
大
蔵
事
務
次
官
の
長
岡
實
さ
ん
が
１
９
８
１
年
当
時
、
次
の
よ
う
に

コ
メ
ン
ト
し
て
い
ま
す
。「
こ
れ
ら
の
制
度
は
ひ
と
た
び
整
備
さ
れ
る
と
、
財
政
の
都
合
に
よ
っ

て
伸
縮
さ
れ
る
自
由
が
失
わ
れ
る
。
不
況
に
よ
っ
て
税
収
が
落
ち
込
み
、
景
気
回
復
過
程
で
税
収

が
伸
び
悩
ん
で
も
社
会
保
障
関
係
費
の
予
算
は
大
幅
に
伸
び
続
け
、
こ
れ
が
大
き
な
赤
字
要
因
と

な
っ
た
こ
と
は
否
定
で
き
な
い
。
さ
ら
に
、
不
況
の
と
き
こ
そ
社
会
的
に
恵
ま
れ
て
い
な
い
人
た

ち
へ
の
配
慮
を
手
厚
く
す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
声
も
強
く
、
社
会
保
障
関
係
費
の
予
算
は
増
え
ざ

る
を
得
な
か
っ
た
」。

　

そ
し
て
こ
う
い
う
経
緯
を
経
て
、
昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
度
の
福
祉
関
係
予
算
は
前
年
度
比

36
・
７
％
の
高
い
伸
び
を
示
し
ま
し
た
。
中
核
の
社
会
保
障
費
の
伸
び
は
さ
ら
に
著
し
く
、
前
年

度
比
48
・
２
％
増
。
こ
の
結
果
、
一
般
会
計
に
占
め
る
福
祉
関
係
予
算
は
昭
和
47
（
１
９
７
２
）

年
度
の
13
％
か
ら
昭
和
48
年
度
に
は
18
％
に
上
昇
し
、
構
成
比
に
お
い
て
公
共
事
業
費
を
逆
転
。



34

こ
う
い
う
過
去
が
あ
る
の
で
す
。

　

誤
解
を
恐
れ
ず
に
申
し
あ
げ
る
と
、
田
中
角
栄
首
相
は
選
挙
の
天
才
で
あ
り
ま
し
た
の
で
、
社

会
保
障
が
票
に
な
る
と
直
感
的
に
理
解
し
て
い
た
わ
け
で
す
。
そ
の
遺
伝
子
を
ず
っ
と
引
き
継
い

で
今
日
ま
で
の
社
会
保
障
制
度
が
つ
く
ら
れ
て
き
た
面
が
あ
る
こ
と
も
否
定
で
き
ま
せ
ん
。

　

例
え
ば
去
年
、
私
が
社
会
保
障
改
革
の
原
案
づ
く
り
を
担
当
し
て
い
た
と
き
に
は
、
病
院
窓
口

で
の
１
回
１
０
０
円
と
い
う
負
担
案
を
入
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
の
１
０
０
円
の
財
源
は
、
全
員
が

等
し
く
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
先
々
の
高
額
医
療
費
の
財
源
に
充
て
る
こ
と
を
想
定
し
て
い
ま
し

た
。
こ
う
い
う
セ
ッ
ト
の
改
革
だ
っ
た
の
で
す
が
、
残
念
な
が
ら
「
１
回
病
院
に
行
く
た
び
に

１
０
０
円
と
い
う
の
は
問
題
だ
」
と
い
う
話
に
な
っ
て
、
負
担
増
の
と
こ
ろ
は
取
り
下
げ
ら
れ
、

「
高
額
医
療
費
の
充
実
は
よ
い
こ
と
だ
」
と
し
て
、
こ
ち
ら
の
施
策
は
残
る
と
い
う
展
開
に
な
っ

て
い
ま
す
。
こ
れ
も
一
人
ひ
と
り
に
自
覚
症
状
は
な
い
も
の
の
、
国
民
全
体
と
し
て
は
典
型
的
な

Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
に
陥
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
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医
療
・
介
護
、
年
金
、
雇
用
の
方
向
性
に
つ
い
て

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
問
題
の
本
質
を
図
表
７
に
お
示
し

し
ま
し
た
。
ま
た
、
図
表
８
（
36
ペ
ー
ジ
）
か
ら
は
、

わ
が
国
で
は
こ
の
数
十
年
、
社
会
保
障
に
も
Ｎ
Ⅰ
Ｍ

Ｂ
Ｙ
シ
ン
ド
ロ
ー
ム
的
な
バ
イ
ア
ス
が
か
か
っ
て
い

る
結
果
、
諸
外
国
に
比
べ
、
給
付
に
対
し
て
負
担
が

大
変
低
い
状
況
に
な
っ
て
い
る
こ
と
を
読
み
取
っ
て

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

昨
日
、
あ
る
ラ
ジ
オ
の
番
組
に
林
芳
正
さ
ん
（
自

民
党
参
議
院
議
員
）
と
一
緒
に
出
演
し
、
社
会
保
障

の
問
題
を
話
し
て
い
た
の
で
す
が
、
リ
ス
ナ
ー
か
ら

「
負
担
に
比
べ
て
給
付
が
多
過
ぎ
る
と
政
府
は
言
っ

図表７  問題の本質は何か

在宅医療・高度医療・終末期医療への対処
医療人材・スタッフをどう維持するか
医薬品・医療機器の産業政策（付随的問題）

在宅介護・独居高齢者への対処
介護人材・スタッフをどう維持するか

被用者中心の雇用制度・政策でよいのか
雇用と勤労の価値が評価される社会

現行制度は本当に維持可能か
世代間不公平と法の下の平等をどう考えるか
制度・システム・業務処理
新制度を議論することの必要性

医　療

介　護

年　金

雇　用

医　療

介　護

年　金

雇　用
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図
表

８
  社

会
保

障
給

付
と

国
民

負
担

社
会

保
障

給
付

年
金

医
療

そ
の

他

国
民

負
担

 ①

税

保
険

料

国
民

負
担

 ②

16.5

ア
メ

リ
カ

32.5
（

26.4）

39.9
（

32.3）

財
政

赤
字

6.7

7.4

2.4

24.0

8.6

7.4

19.3

日
本

38.8
（

28.1）

49.8
（

36.2）

9.6

6.3

3.4

22.0

16.8

11.0

21.3

イ
ギ

リ
ス

46.8
（

37.3）

52.8
（

42.1）

6.7

6.8

7.8

36.2

10.5

6.0

26.2

ド
イ

ツ

52.0
（

39.3）

52.0
（

39.3）

10.7

7.9

7.7

30.4

21.7

0.0

27.7

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

59.0
（

43.7）

59.0
（

43.7）

9.3

6.6

11.9

46.9

12.1

0.0

28.8

フ
ラ

ン
ス

61.1
（

45.2）

65.6
（

48.5）

12.9

7.5

8.3

36.8

24.3

4.5

（
注

）
社

会
保

障
給

付
の

デ
ー

タ
は

対
G

D
P

比
。

国
民

負
担

の
デ

ー
タ

は
対

N
I比

（
か

っ
こ

内
は

対
G

D
P

比
）。

社
会

保
障

給
付

は
2007

年
（

出
所

は
厚

生
労

働
省

）。
　

　
  国

民
負

担
は

日
本

は
2011

年
度

、
他

は
2008

年
（

出
所

は
財

務
省

）

（
％

）
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て
い
る
け
ど
、
逆
だ
ろ
う
。
負
担
に
比
べ
て
給
付
が
少
な
過
ぎ
る
」
と
い
う
メ
ー
ル
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。
国
民
の
皆
さ
ん
に
ご
理
解
を
い
た
だ
く
の
は
、
な
か
な
か
大
変
な
作
業
だ
と
思
い
ま
す
。

　

日
本
の
社
会
保
障
の
歴
史
は
わ
ず
か
半
世
紀

　

最
後
に
な
り
ま
す
が
、
社
会
保
障
制
度
、
つ
ま
り
社
会
保
険
料
と
い
う
の
は
、
ど
の
ぐ
ら
い
の

歴
史
が
あ
る
も
の
な
の
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
の
世
代
は
物
心
つ
い
た
時
に
は
国
民
皆
年
金
、

国
民
皆
保
険
が
始
ま
っ
て
い
た
時
代
で
す
か
ら
、
社
会
保
障
制
度
も
社
会
保
険
料
も
ず
い
ぶ
ん
昔

か
ら
あ
る
も
の
だ
と
思
っ
て
お
り
ま
し
た
が
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
の
で
す
。

　

社
会
保
障
制
度
は
イ
ギ
リ
ス
が
始
ま
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
イ
ギ
リ
ス
は
も
と
も
と
民
間
共
助

の
社
会
で
す
。
つ
ま
り
、
自
分
た
ち
で
何
と
か
し
て
い
た
。
し
か
し
、
大
陸
と
大
英
帝
国
と
の
対

立
・
競
争
の
過
程
で
、
イ
ギ
リ
ス
の
経
済
成
長
を
追
っ
か
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
こ
と
か

ら
、
ド
イ
ツ
が
自
国
民
に
か
な
り
無
理
な
労
働
を
強
い
る
こ
と
に
よ
っ
て
イ
ギ
リ
ス
を
キ
ャ
ッ
チ
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ア
ッ
プ
し
よ
う
と
し
ま
す
。
そ
こ
で
、
仮
に
病
気
に
な
っ
て
も
大
丈
夫
で
す
よ
と
い
う
体
制
を
つ

く
る
た
め
に
、
当
時
の
ビ
ス
マ
ル
ク
首
相
が
世
界
で
初
め
て
社
会
保
険
を
導
入
し
ま
し
た
。
こ
れ

が
世
界
初
の
社
会
保
障
制
度
で
あ
り
、
ド
イ
ツ
か
ら
歴
史
は
始
ま
り
ま
し
た
。

　

そ
し
て
ド
イ
ツ
に
本
当
に
キ
ャ
ッ
チ
ア
ッ
プ
さ
れ
て
し
ま
っ
た
こ
と
か
ら
、
イ
ギ
リ
ス
の
ほ
う

が
遅
れ
て
国
民
保
険
制
度
を
つ
く
り
始
め
、
社
会
保
障
制
度
の
理
論
的
な
基
礎
と
な
っ
た
ビ
バ
レ

ッ
ジ
報
告
に
つ
な
が
っ
て
い
く
わ
け
で
す
。
こ
の
間
、
ア
メ
リ
カ
は
ず
っ
と
民
間
共
助
の
枠
組
み

で
企
業
内
福
祉
を
追
求
し
て
き
た
の
で
す
が
、
最
近
は
オ
バ
マ
大
統
領
も
公
的
保
険
を
導
入
す
る

と
い
う
状
況
に
な
り
つ
つ
あ
り
ま
す
。

　

わ
が
国
の
戦
前
は
ア
メ
リ
カ
に
近
く
、
民
間
企
業
が
企
業
内
福
祉
を
充
実
さ
せ
て
い
ま
し
た
。

武
藤
山
治
さ
ん
が
社
長
だ
っ
た
時
代
の
鐘
淵
紡
績
の
共
済
制
度
（
１
９
０
５
年
）
が
最
初
の
例
だ

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ
の
後
、
戦
争
が
近
づ
く
に
つ
れ
て
徐
々
に
い
ろ
い
ろ
な
も
の
が
整
備
さ

れ
て
い
っ
た
の
で
す
が
、
そ
れ
に
は
若
干
暗
い
遺
伝
子
が
あ
り
ま
す
。
当
時
の
政
府
が
行
っ
た
社
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会
保
障
制
度
拡
充
に
は
、
戦
費
調
達
の
意
味
が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
戦
争
に
負
け
て
状
況
は
変
わ
っ
た
の
で
す
が
、
戦
費
調
達
の
た
め
に
社
会
保
険
料
が
あ

と
か
ら
あ
と
か
ら
入
っ
て
く
る
と
い
う
枠
組
み
を
残
し
て
、
１
９
６
１
年
の
国
民
皆
保
険
、
国
民

皆
年
金
が
構
築
さ
れ
ま
し
た
。

　

こ
う
し
て
み
る
と
、
わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
は
、
わ
ず
か
半
世
紀
の
歴
史
し
か
な
い
わ
け
で

す
。「
社
会
保
険
料
は
ど
ん
ど
ん
入
っ
て
く
る
か
ら
、
ど
ん
ど
ん
使
え
」
と
言
わ
れ
た
１
９
８
０

年
代
か
ら
、
年
金
・
医
療
制
度
の
財
政
的
破
綻
が
進
み
、
そ
こ
に
今
日
の
社
会
保
障
の
非
常
に
厳

し
い
問
題
の
背
景
要
因
が
生
ま
れ
て
き
た
と
い
う
こ
と
な
の
で
す
。
こ
う
し
た
社
会
保
障
制
度
の

ル
ー
ツ
と
遺
伝
子
の
部
分
に
つ
い
て
も
意
識
し
な
が
ら
、
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。



　
　

報
告

         

岩
本
康
志

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹
／

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
教
授

社
会
保
障
の
新
た
な
制
度
設
計
に
向
け
て



報告41

　

政
府
案
と
対
に
な
る
形
で
ま
と
め
た

　

私
か
ら
は
、
21
世
紀
政
策
研
究
所
の
今
年
度
の
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
あ
る
「
社
会
保
障
の
制

度
設
計
―
抜
本
改
革
の
具
体
的
方
向
性
」
の
研
究
成
果
の
概
要
に
つ
い
て
ご
説
明
し
て
い
き
ま
す
。

　

昨
年
度
は
社
会
保
障
制
度
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
理
念
的
な
問
題
を
扱
い
、

本
年
度
は
具
体
的
な
改
革
の
方
向
性
を
議
論
す
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
進
め
て
ま
い
り
ま
し
た
。
同

時
に
政
府
・
与
党
で
も
、
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改
革
の
議
論
が
進
ん
で
お
り
ま
し
た
。
最
初
は

ど
の
よ
う
な
形
で
議
論
が
進
む
の
か
見
え
な
い
状
態
で
、
私
ど
も
は
独
自
に
具
体
的
な
制
度
設
計

の
方
向
性
を
探
っ
て
い
た
の
で
す
が
、
だ
ん
だ
ん
同
時
並
行
の
よ
う
に
な
り
、
政
府
が
「
社
会
保

障
・
税
一
体
改
革
大
綱
」
を
閣
議
決
定
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
の
で
、
今
回
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
も
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
の
議
論
等
も
踏
ま
え
、
対
に
な
る
形
で
ま
と
め
る
こ
と
に
な
っ
た

次
第
で
す
。
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政
府
の
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
」

　

最
初
は
、「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
素
案
」
の
厚
生
労
働
大
臣
提
出
資
料
に
基
づ
き
、
ど
の

よ
う
な
こ
と
が
決
ま
っ
て
い
る
の
か
を
簡
単
に
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

一
体
改
革
と
い
う
こ
と
で
、
社
会
保
障
の
全
分
野
に
わ
た
り
非
常
に
多
く
の
改
革
が
盛
り
込
ま

れ
て
お
り
ま
す
。

　

改
革
の
方
向
性
は
六
つ
あ
り
、
１
番
目
が
「
未
来
へ
の
投
資
（
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
）
の
強

化
」。
社
会
保
障
シ
ス
テ
ム
が
高
齢
者
の
ほ
う
に
向
け
ら
れ
て
い
る
の
が
こ
れ
ま
で
の
現
状
で
し

た
け
れ
ど
も
、
未
来
へ
の
投
資
を
第
１
に
打
ち
出
し
た
と
い
う
点
に
特
徴
が
あ
ろ
う
か
と
思
い
ま

す
。

　

２
番
目
に
「
医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
保
障
の
強
化
／
社
会
保
険
制
度
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
機

能
の
強
化
」
を
打
ち
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

３
番
目
に
は
「
貧
困
・
格
差
対
策
の
強
化
（
重
層
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
構
築
）」
が
挙
げ
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ら
れ
て
い
ま
す
。

　

４
番
目
が
「
多
様
な
働
き
方
を
支
え
る
社
会
保
障
制

度
へ
」。
こ
の
な
か
に
は
短
時
間
労
働
者
へ
の
社
会
保

険
適
用
の
拡
大
、
あ
る
い
は
最
近
話
題
に
な
っ
て
い
る

新
し
い
年
金
制
度
の
検
討
が
含
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

５
番
目
が
「
全
員
参
加
型
社
会
、
デ
ィ
ー
セ
ン
ト
・

ワ
ー
ク
の
実
現
」。

　

６
番
目
が
「
社
会
保
障
制
度
の
安
定
財
源
確
保
」
で
、

消
費
税
引
き
上
げ
が
含
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

　

各
論
は
こ
の
あ
と
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
そ

れ
ぞ
れ
ご
担
当
の
先
生
か
ら
ご
説
明
が
あ
り
ま
す
の
で
、

私
は
総
論
と
し
て
、
こ
の
場
で
は
財
政
的
な
影
響
を
中

岩本研究主幹
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心
に
お
話
を
し
て
い
き
ま
す
。

　

社
会
保
障
の
充
実
の
メ
ニ
ュ
ー
と
、
そ
れ
に
ど
れ
だ
け
費
用
が
か
か
る
の
か
を
ま
と
め
た

も
の
が
図
表
９
で
、
厚
生
労
働
大
臣
が
提
出
し
た
資
料
に
あ
り
ま
す
。
こ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、

２
０
１
５
年
度
ま
で
の
改
革
で
必
要
と
な
る
金
額
は
、
合
計
で
２
・
７
兆
円
程
度
と
見
積
も
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

「
公
費
」
と
書
い
て
い
る
の
は
、
そ
の
改
革
に
よ
っ
て
必
要
と
な
る
費
用
の
う
ち
税
金
で
賄
わ
れ

る
部
分
を
指
し
ま
す
。
こ
れ
以
外
で
も
、
給
付
費
が
増
え
る
こ
と
に
よ
り
保
険
料
の
負
担
が
増
え

る
部
分
も
あ
り
ま
す
け
れ
ど
も
、
一
体
改
革
の
議
論
は
、
租
税
で
賄
わ
れ
る
部
分
の
み
を
対
象
と

し
て
い
る
こ
と
に
ご
注
意
く
だ
さ
い
。
こ
の
２
・
７
兆
円
を
消
費
税
率
に
換
算
す
る
と
、
約
１
％

程
度
に
相
当
し
ま
す
。

　

社
会
保
障
改
革
の
中
身
は
、
充
実
す
る
方
向
の
改
革
と
、
給
付
の
効
率
化
・
重
点
化
と
い
う
こ

と
で
結
果
的
に
財
源
が
減
る
も
の
と
に
分
か
れ
ま
す
。
充
実
の
方
向
に
３
・
８
兆
円
。
そ
れ
が
子
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図
表

9  社
会

保
障

改
革

の
公

費
負

担
へ

の
影

響

2015年
度

2025年
度

充
実

重
点
化
・
効
率
化

所
要
額
（
公
費
）

所
要
額
（
公
費
）

子
ど
も
・
子
育
て

子
ど
も
・
子
育
て
新
シ
ス
テ
ム
の
制
度

実
施
等
に
伴
う
地
域
の
実
情
に
応
じ
た

保
育
等
の
量
的
拡
充
、
要
歩
一
体
化
な

ど
の
機
能
強
化

0.7兆
円
程
度

0.7兆
円
程
度

1兆
円
程
度

医
療
・
介
護
①

～
1.4兆

円
程
度

～
0.7兆

円
程
度

～
0.6兆

円
程
度

～
2.3兆

円
程
度

医
療
・
介
護
②
（
注
）

１
兆
円
程
度

～
0.5兆

円
程
度

～
１
兆
円
程
度

年
金

0.6兆
円
程
度

0.6兆
円
程
度

0.7兆
円
程
度

3.8兆
円
程
度

1.2兆
円
程
度

2.7兆
円
程
度

（
注
）
金
額
は
，
改
革
の
内
容
に
よ
り
変
動
。

（
出
所
）
「
社
会
保
障
・
税
一
体
改
革
成
案
」
（
2011年

６
月
30日

、
政
府
・
与
党
社
会
保
障
改
革
検
討
本
部
決
定
）

保
険
者
機
能
の
強
化
を
通
じ
た
医
療
・

介
護
保
険
制
度
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト

機
能
の
強
化
・
給
付
の
重
点
化
、
逆
進

性
対
策

地
域
の
実
情
に
応
じ
た
医
療
・
介
護
サ

ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
効
率
化
・
重
点

化
と
機
能
強
化

最
低
保
障
機
能
の
強
化

合
計
（
注
）

　
社
会
保
障
の
機
能
強
化
の
た
め
に
社
会
保
障
費
の
拡
大
を
図
る
改
革
を
お
こ
な
う
。
2015年

度
で
の
公
費
所
要
額
が
2.7兆

円
程
度（
充
実
に
よ
る
増
加

　
が
3.8兆

円
程
度
と
重
点
化
・
効
率
化
に
よ
る
減
少
が
1.2兆

円
程
度
）。

　
社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
と
財
政
健
全
化
を
同
時
に
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
、
消
費
税
率（
地
方
消
費
税
を
含
む
）を
2014年

４
月
に
８
％

　
に
2015年

10月
に
10％

に
。
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ど
も
・
子
育
て
、
医
療
・
介
護
、
年
金
の
各
分
野
に
並
ん
で
い
ま
す
。
重
点
化
・
効
率
化
を
図
る

も
の
が
、
合
計
す
る
と
１
・
２
兆
円
程
度
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
つ
い
て
の
細
か
な

各
論
に
つ
い
て
は
の
ち
ほ
ど
議
論
し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

社
会
保
障
の
安
定
財
源
の
確
保
と
同
時
に
、
財
政
健
全
化
を
達
成
す
る
こ
と
を
目
指
し
、
地
方

消
費
税
を
含
む
消
費
税
率
を
、
２
０
１
４
年
４
月
に
現
在
の
５
％
か
ら
８
％
、
２
０
１
５
年
10
月

に
は
10
％
に
引
き
上
げ
る
。
こ
れ
が
一
体
改
革
に
盛
ら
れ
た
税
制
改
革
の
一
番
大
き
な
改
革
項
目

で
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

消
費
税
率
は
20
％
台
後
半
に

　

こ
こ
ま
で
の
財
政
の
計
算
は
２
０
１
５
年
度
の
話
で
す
が
、
社
会
保
障
の
将
来
の
費
用
に
つ
い

て
は
、
２
０
２
５
年
度
の
計
算
が
昨
年
６
月
の
段
階
で
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
る
と
、
医
療

・
介
護
の
ほ
う
で
、
こ
の
改
革
に
よ
っ
て
さ
ら
に
必
要
と
な
る
公
費
額
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
顕
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著
に
表
れ
て
い
ま
す
。

　

私
ど
も
が
財
政
を
検
討
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、
２
０
２
５
年
度
で
は
な
く
も
う
少
し
先
ま
で
見

る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
の
が
当
初
の
問
題
意
識
で
し
た
。
先
ほ
ど
大
塚
先
生
か

ら
ご
説
明
が
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
は
２
０
７
０
年
ご
ろ
に
く
る
か
ら
で
す
。

２
０
２
５
年
度
以
降
は
決
し
て
遠
い
将
来
の
話
で
は
な
く
、
切
実
な
問
題
で
す
。

　

ま
ず
、
財
政
収
支
の
改
善
で
消
費
税
が
５
％
上
が
る
と
い
う
と
こ
ろ
で
す
が
、
そ
の
ほ
か
の
さ

ま
ざ
ま
な
改
善
を
含
ん
で
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
２
０
１
５
年
度
ま
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
約
３
％
の

収
支
改
善
を
図
る
（
48
ペ
ー
ジ
図
表
10
参
照
）。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
基
礎
的
財
政
収
支
の
赤
字
を

２
０
１
０
年
度
か
ら
半
減
す
る
と
い
う
目
標
を
達
成
す
る
。
こ
れ
は
「
財
政
運
営
戦
略
」
に
書
か

れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
「
財
政
運
営
戦
略
」
の
な
か
で
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
基
礎
的
財
政
収
支
の
黒
字
化

を
達
成
す
る
に
は
、
さ
ら
に
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
約
３
％
程
度
の
収
支
改
善
が
必
要
で
あ
る
こ
と
が
見
込



48

ま
れ
る
と
し
て
お
り
、
こ
の
部
分
の
所
要
額
を
確

保
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
２
０
１
５
年
度
ま

で
は
今
度
の
一
体
改
革
で
確
保
さ
れ
て
い
る
こ
と

に
な
り
ま
す
の
で
、
そ
の
あ
と
２
０
２
０
年
度
ま

で
に
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
３
％
を
ど
の
よ
う
に
確
保
す
る
か

と
い
う
問
題
が
一
つ
あ
り
ま
す
。

　

次
に
、
一
体
改
革
に
書
か
れ
て
い
な
い
こ
と
と

し
て
、「
新
し
い
年
金
制
度
の
創
設
」
の
財
政
計

算
は
さ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
そ
れ
に
つ
い
て
は
、

先
ほ
ど
の
お
話
に
出
ま
し
た
し
、
最
近
話
題
に

な
っ
て
い
る
最
低
保
障
、
所
得
比
例
年
金
を
導
入

し
た
場
合
に
ど
の
よ
う
に
な
る
の
か
と
い
う
議
論

図表 10  長期的な公費所要額の推計

基礎的財
政収支赤
字半減

基礎的財
政収支黒
字化

債務残高
ＧＤＰ比
安定的に
引き下げ

高齢化の
進展

2010 2015 ～2020 2050
● ● ● ●

①基礎的財政収支赤字の解消

約３％ 約３％

②社会保障・公費負担の伸び
　（医療・介護）

約１％ 約３％

　（年金・一体改革案に給付抑制を組み合わせる）
約１％

③基礎的財政収支黒字の確保

約１％

（注）数字は対GDP比。



報告49

が
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
具
体
像
が
な
か
な
か
見
え
て
お
り
ま
せ
ん
。
設
計
の
仕
方
次
第
で
、
必
要

と
な
る
財
源
も
変
わ
っ
て
き
ま
す
。
し
か
し
な
が
ら
、
か
な
り
大
き
な
給
付
を
す
る
と
、
な
か
な

か
実
現
可
能
な
も
の
に
な
ら
な
い
だ
ろ
う
。
そ
こ
で
私
ど
も
の
ほ
う
で
独
自
に
、
実
現
可
能
な
姿

と
は
ど
う
い
う
も
の
か
を
検
証
し
ま
し
た
。

　

具
体
的
な
お
話
は
の
ち
ほ
ど
、
白
石
先
生
か
ら
ご
説
明
が
あ
る
の
で
、
こ
の
場
で
は
結
果
だ
け

申
し
あ
げ
ま
す
。
か
な
り
給
付
を
抑
え
実
現
可
能
な
も
の
に
し
て
、
２
０
５
０
年
度
に
か
け
て
、

Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
１
％
程
度
の
公
費
の
財
源
が
必
要
に
な
る
で
し
ょ
う
。
こ
の
年
金
改
革
に
よ
り
消
費
税

が
17
・
１
％
上
が
る
と
い
う
こ
と
が
か
な
り
セ
ン
セ
ー
シ
ョ
ナ
ル
に
報
道
で
取
り
上
げ
ら
れ
ま
し

た
け
れ
ど
も
、
社
会
保
障
の
公
費
負
担
の
伸
び
と
し
て
は
、
年
金
だ
け
で
は
な
く
医
療
・
介
護
の

ほ
う
の
伸
び
が
か
な
り
大
き
く
な
る
と
い
う
こ
と
を
、
の
ち
ほ
ど
ご
説
明
し
て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

そ
の
部
分
に
つ
い
て
私
ど
も
の
推
計
で
は
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
ま
で
Ｇ
Ｄ
Ｐ
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で
約
１
％
程
度
。
そ
の
あ
と
２
０
５
０
年
度
ま
で
に
か
け
て
、
現
行
制
度
の
費
用
負
担
を
前
提
に

し
て
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
約
３
％
程
度
の
公
費
負
担
の
財
源
が
必
要
に
な
る
だ
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

こ
の
ほ
か
に
さ
ら
に
必
要
に
な
る
の
は
、
基
礎
的
財
政
収
支
を
黒
字
に
し
て
も
、
現
状
、
政
府

債
務
の
残
高
は
巨
大
な
も
の
が
あ
り
ま
す
。
政
府
債
務
を
安
定
的
に
引
き
下
げ
て
い
く
た
め
に

は
、
財
政
収
支
の
黒
字
を
確
保
し
て
お
く
必
要
が
あ
る
。
大
き
く
確
保
し
て
お
い
た
ほ
う
が
安
定

的
に
下
げ
て
い
く
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
が
、
こ
の
部
分
に
関
し
て
こ
れ
ま
で
政
府
で
議
論
さ
れ

た
の
は
、
か
つ
て
経
済
財
政
諮
問
会
議
で
出
さ
れ
た
数
字
ぐ
ら
い
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
そ
の
と
き

約
１
％
と
い
う
数
字
が
出
ま
し
た
の
で
、
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
で
１
％
の
収
支
改
善
が
必
要
に
な
る
こ
と
も
、

見
積
も
る
必
要
が
あ
る
と
言
え
ま
す
。
収
支
改
善
、
あ
る
い
は
社
会
保
障
費
用
、
そ
う
い
う
さ
ま

ざ
ま
な
と
こ
ろ
に
充
て
る
た
め
の
財
源
が
必
要
だ
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

現
実
的
で
は
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
一
つ
の
目
安
と
し
て
仮
に
そ
れ
を
す
べ
て
消
費
税
で

賄
う
と
し
た
ら
、
消
費
税
率
と
し
て
ど
れ
だ
け
必
要
か
。
そ
れ
を
計
算
し
た
も
の
が
図
表
11
で
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す
。
先
ほ
ど
の
数
字
は
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
な
の
で
す

が
、
目
の
子
の
換
算
と
し
て
は
消
費
税
１
％
で
Ｇ

Ｄ
Ｐ
０
・
５
％
分
の
税
収
が
見
込
め
る
勘
定
に
な

り
ま
す
。
そ
れ
に
当
て
は
め
て
解
釈
す
る
と
、
現

在
の
消
費
税
が
５
％
。
社
会
保
障
と
税
の
一
体
改

革
の
増
税
で
さ
ら
に
消
費
税
が
５
％
上
が
り
ま
す

が
、
そ
の
あ
と
２
０
１
５
年
度
以
降
の
財
政
健
全

化
の
た
め
に
、
も
し
こ
れ
を
す
べ
て
消
費
税
で
賄

う
と
す
る
と
、
２
０
２
０
年
度
ま
で
に
６
％
程
度

が
必
要
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
２
０
２
０
年
度
以

降
、
政
府
債
務
を
安
定
的
に
引
き
下
げ
て
い
く
に

は
さ
ら
に
２
％
程
度
必
要
で
し
ょ
う
。
そ
れ
に
加

図表 11  公費所要額の消費税率換算

（2015年度までの消費税率）
　　　現在の消費税率
　　　社会保障と税の一体改革での増税
（2015年度以降の財政健全化）
　　　2020年度に基礎的財政収支黒字化に必要な財源
（2020年度以降の財政健全化）
　　　政府債務の安定的な引き下げに必要な財源
（2015年度以降の社会保障・公費負担増の財源）
　　　2020年度～2050年度の医療・介護の公費負担増加に対応する財源
　　　年金改革案（給付を削減）の実現に必要な財源

　　　合計

５％
５％

６％程度

２％程度

７％程度
２％程度

２７％程度

一体改革のもとで、2050 年度までの公費所要額は消費税率換算で
20％後半に達すると見込まれる
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え
て
、
２
０
１
５
年
度
以
降
、
社
会
保
障
の
公
費
負
担
増
の
財
源
を
賄
う
と
す
れ
ば
、
医
療
・
介

護
の
部
分
で
約
７
％
程
度
。
年
金
の
改
革
を
し
た
と
す
る
と
約
２
％
程
度
。
こ
れ
ら
を
単
純
に
合

計
す
る
と
消
費
税
約
27
％
程
度
に
な
り
ま
す
。

　

こ
れ
は
あ
く
ま
で
も
一
つ
の
試
算
で
あ
り
、
幅
を
持
っ
て
見
る
必
要
が
あ
り
ま
す
の
で
、
消
費

税
は
20
％
後
半
と
い
う
形
で
広
く
ま
と
め
た
ほ
う
が
い
い
か
と
思
い
ま
す
。
こ
う
い
う
類
似
の
研

究
は
ほ
か
に
も
あ
っ
て
、
一
つ
の
相
場
感
と
し
て
、
長
期
で
見
る
と
ど
う
し
て
も
消
費
税
率
は
20

％
台
後
半
に
達
し
て
し
ま
う
と
い
う
こ
と
で
す
。

　

社
会
保
障
給
付
の
効
率
化
を
図
る
べ
き

　

こ
れ
を
踏
ま
え
て
ど
の
よ
う
に
改
革
を
考
え
て
い
く
の
か
。
改
革
の
方
向
性
の
一
つ
の
視
点
と

し
て
、
世
代
内
の
公
平
・
世
代
間
の
公
平
確
保
と
い
う
視
点
か
ら
、
ど
の
よ
う
な
こ
と
が
言
え
る

の
か
を
検
討
し
た
い
と
思
い
ま
す
。



報告53

　

こ
れ
に
つ
き
ま
し
て
は
「
大
綱
」
で
、「
給
付
は
高
齢
世
代
中
心
、
負
担
は
現
役
世
代
中
心
と

い
う
現
在
の
社
会
保
障
制
度
を
見
直
し
、
給
付
・
負
担
両
面
で
、
人
口
構
成
の
変
化
に
対
応
し
た

世
代
間
・
世
代
内
の
公
平
が
確
保
さ
れ
た
制
度
へ
と
改
革
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
」
と
う

た
っ
て
い
ま
す
。
私
ど
も
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
は
、
次
の
よ
う
に
方
向
性
を
考
え
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
、
社
会
保
険
の
低
所
得
者
へ
の
対
応
、
貧
困
・
格
差
対
策
。
こ

れ
は
世
代
間
・
世
代
内
公
平
の
確
保
に
つ
な
が
る
こ
と
か
ら
、
必
要
だ
ろ
う
と
判
断
し
て
お
り
ま

す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
高
齢
者
へ
の
給
付
の
充
実
も
改
革
の
メ
ニ
ュ
ー
に
入
っ
て
お
り
、
金
額
的
に

も
か
な
り
大
き
い
も
の
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
ず
っ
と
高
齢
者
が
給
付
の
充
実
を
受
け
る
こ
と

に
な
る
の
で
す
が
、
そ
の
財
源
は
主
に
ど
こ
が
負
担
す
る
こ
と
に
な
る
か
と
い
う
と
、
こ
れ
か
ら

の
若
い
層
に
な
り
ま
す
。
そ
う
し
ま
す
と
、
現
在
の
高
齢
者
は
給
付
の
充
実
で
便
益
を
受
け
た
と

し
て
も
、
そ
の
負
担
は
高
齢
者
に
は
直
接
及
ば
ず
、
こ
れ
か
ら
の
若
い
人
の
世
代
に
回
る
。
こ
の
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分
に
つ
き
ま
し
て
は
む
し
ろ
、
世
代
間
の
公
平
の
確
保
に
は
つ
な
が
ら
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考

え
ら
れ
ま
す
。

　

全
体
と
し
て
給
付
が
充
実
さ
れ
、
負
担
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、
将
来
世
代
は
改
革
に
よ
っ

て
一
層
の
高
負
担
を
迫
ら
れ
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
で
将
来
、
消
費
税
に
限
ら

ず
、
ほ
か
の
税
負
担
が
ど
ん
ど
ん
上
が
っ
て
い
く
こ
と
に
な
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
負
担
が
上

が
っ
て
い
く
と
な
る
と
、
社
会
保
障
制
度
の
持
続
可
能
性
に
も
影
響
を
与
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ

う
い
う
懸
念
を
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

社
会
保
障
財
源
の
確
保
と
財
政
健
全
化
の
達
成
の
た
め
に
は
消
費
税
の
増
税
は
避
け
ら
れ
な
い
。

た
だ
し
、
一
体
改
革
で
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
、
２
０
１
５
年
度
以
降
の
財
政
健
全
化
、
社
会
保
障

費
増
の
財
源
に
必
要
な
公
費
所
要
額
を
仮
に
す
べ
て
消
費
税
で
賄
う
と
す
る
と
、
先
ほ
ど
も
申
し

あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
消
費
税
率
は
２
０
５
０
年
度
で
27
％
程
度
。
幅
を
持
っ
て
見
て
20
％
の
後

半
に
達
す
る
と
予
測
さ
れ
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
将
来
、
可
能
性
の
高
い
一
つ
の
現
実
で
あ
る



報告55

と
認
識
し
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
そ
う
い
う
長
期
的
な
視
野
を
持
て
ば
、
改
革
で
社
会
保
障
の

充
実
を
図
る
余
裕
は
あ
ま
り
な
く
、
効
率
化
を
図
れ
る
と
こ
ろ
は
図
る
べ
き
で
は
な
い
か
。

　

具
体
的
に
各
分
野
で
見
て
い
き
ま
す
と
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
ほ
う
で
は
量
の
拡
大
は
必

要
だ
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
な
か
に
は
か
な
り
質
の
充
実
を
求
め
る
と
こ
ろ
が
あ
り
、
根
拠
が
曖

昧
な
部
分
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
分
に
つ
き
ま
し
て
は
今
後
、
精
査
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
考

え
ら
れ
ま
す
。
医
療
・
介
護
の
ほ
う
も
か
な
り
質
の
充
実
の
メ
ニ
ュ
ー
が
入
っ
て
お
り
ま
す
が
、

こ
れ
に
つ
い
て
も
本
当
に
必
要
か
ど
う
か
、
見
直
す
こ
と
が
必
要
で
は
な
い
か
。

　

年
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
抜
本
改
革
の
部
分
に
関
し
て
、
持
続
可
能
性
の
観
点
か
ら
の
検
証
が

必
要
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
こ
の
分
に
関
し
て
も
給
付
の
抑
制
を
図
る
、
あ
る
い
は
そ
の
実
現

可
能
性
に
つ
い
て
検
討
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
言
え
ま
す
。

　

格
差
・
貧
困
対
策
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
整
備
は
必
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
が
、
こ
の
分
に
関

し
て
は
か
な
り
財
源
が
か
か
り
ま
す
。
こ
の
こ
と
に
つ
い
て
一
体
改
革
の
な
か
で
は
ま
だ
検
討
さ
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れ
て
お
り
ま
せ
ん
の
で
、
こ
こ
を
検
討
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
。

　

以
上
が
一
体
改
革
に
つ
い
て
の
私
ど
も
研
究
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
考
え
方
で
、
次
の
パ
ネ
ル
デ
ィ

ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
の
部
分
で
各
論
を
各
先
生
か
ら
ご
説
明
い
た
だ
き
ま
す
。

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン



【
モ
デ
レ
ー
タ
】

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン

大
塚　

耕
平

林　
　

正
義

福
井　

唯
嗣

白
石　

浩
介

岩
本　

康
志

大
石
亜
希
子

参
議
院
議
員
／
前
厚
生
労
働
副
大
臣

東
京
大
学
大
学
院
経
済
学
研
究
科
准
教
授

京
都
産
業
大
学
経
済
学
部
准
教
授

三
菱
総
合
研
究
所
政
策
・
経
済
研
究
セ
ン
タ
ー
主
席
研
究
員

千
葉
大
学
法
経
学
部
教
授

21
世
紀
政
策
研
究
所
研
究
主
幹

【
パ
ネ
リ
ス
ト
】　
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岩
本　

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
で
は
最
初
に
、
今
回
の
報
告
書
の
第
２
章
（
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
）、
第
３
章
（
医
療
・
介
護
）、
第
４
章
（
年
金
）、
第
５
章
（
貧
困
・
格
差
対
策
）
ま
で

の
概
略
を
、
そ
れ
ぞ
れ
の
担
当
者
か
ら
簡
単
に
ご
説
明
し
ま
す
。
そ
の
あ
と
私
の
概
要
報
告
を
含

め
、
大
塚
先
生
か
ら
ご
感
想
、
ご
意
見
、
ご
質
問
等
を
い
た
だ
き
、
個
別
の
論
点
に
つ
い
て
議
論

し
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　
「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
」
―
―
政
府
案
の
財
源
見
積
も
り
の
問
題
点

大
石　

政
府
の
社
会
保
障
・
税
の
一
体
改
革
で
は
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
、

２
０
１
１
年
度
５
・
２
兆
円
、
２
０
１
５
年
度
６
兆
円
、
そ
し
て
２
０
２
５
年
度
は
６
・
５
兆
円

と
い
う
予
算
に
な
る
と
見
積
も
っ
て
い
ま
す
。
２
０
１
１
年
度
か
ら
15
年
度
に
か
け
て
、
施
策
を

充
実
さ
せ
る
た
め
に
追
加
的
に
必
要
と
な
る
財
源
は
７
０
０
０
億
円
と
見
積
も
ら
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
７
０
０
０
億
円
の
内
訳
は
、
４
０
０
０
億
円
が
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
の
実
現
に
か
か
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わ
る
量
的
な
拡
充
、
３
０
０
０
億
円
が
質
的
な
拡
充
で
す
。

　

ま
ず
量
的
な
拡
充
に
つ
い
て
は
、
そ
の
元
と
な
っ
て
い
る
子
ど
も
・
子
育
て
ビ
ジ
ョ
ン
が
目
標

と
し
て
い
る
数
値
自
体
が
適
切
な
も
の
で
あ
る
の
か
ど
う
か
、
多
少
疑
問
が
あ
り
ま
す
。

　

具
体
的
に
言
い
ま
す
と
、
例
え
ば
一
時
預
か
り
に
関
し
て
は
、
足
元
で
３
５
０
万
人
分
の
予
算

で
あ
る
も
の
が
、
将
来
的
に
は
４
０
０
０
万
人
分
ま
で
拡
充
さ
れ
る
予
定
で
す
。
し
か
し
、
保
育

所
の
定
員
増
加
な
ど
他
の
施
策
が
拡
充
さ
れ
て
い
け
ば
、
そ
れ
に
よ
っ
て
一
時
預
か
り
が
不
要
に

な
る
な
ど
、
相
互
に
補
完
し
合
う
部
分
も
あ
る
は
ず
な
の
で
す
が
、
そ
の
点
が
考
慮
さ
れ
て
い
ま

せ
ん
。

　

ま
た
、
質
の
拡
充
の
３
０
０
０
億
円
に
つ
き
ま
し
て
は
、
現
状
で
は
ど
の
よ
う
な
内
容
に
な
る

の
か
と
い
う
と
こ
ろ
が
つ
ま
び
ら
か
に
な
っ
て
い
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
そ
れ
が
適
切
な
支
出
な

の
か
ど
う
か
、
現
状
で
は
評
価
で
き
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
将
来
推
計
に
お
け
る
子
ど
も
の
貧
困
対
策
が
手
薄
い
と
い
う
問
題
も
あ
り
ま
す
。
一
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人
親
世
帯
に
対
す
る
児
童
扶
養
手
当
（
将
来
推
計
の
な

か
で
は
「
そ
の
他
」
項
目
）
は
、
大
き
な
意
味
で
は
子

ど
も
・
子
育
て
支
援
と
考
え
て
よ
い
か
と
思
い
ま
す
が
、

そ
れ
が
非
常
に
少
な
め
に
見
積
も
ら
れ
て
い
る
の
で
す
。

　

ど
う
い
う
こ
と
か
と
い
う
と
、
政
府
は
児
童
扶
養
手

当
が
全
体
の
子
ど
も
数
の
減
少
に
合
わ
せ
て
減
っ
て
い

く
と
見
通
し
て
い
る
の
で
す
。
し
か
し
、
子
ど
も
の
中

に
占
め
る
一
人
親
世
帯
の
子
ど
も
の
割
合
は
、
こ
れ
ま

で
増
加
基
調
で
推
移
し
て
き
ま
し
た
し
、
こ
の
先
も
そ

の
ト
レ
ン
ド
は
続
く
と
見
ら
れ
ま
す
。
子
ど
も
の
貧
困

対
策
に
一
番
直
結
す
る
よ
う
な
一
人
親
世
帯
対
策
が
、

過
小
推
計
に
な
っ
て
い
る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。

大石委員
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保
育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
と
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
注
力
せ
よ

大
石　

私
自
身
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
は
拡
充
し
て
い
く
べ
き
だ
と
考
え
て
い
ま
す
し
、
そ
の

た
め
に
は
ぜ
ひ
と
も
よ
い
お
金
の
使
い
方
を
し
て
も
ら
い
た
い
と
考
え
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
現

状
で
示
さ
れ
て
い
る
案
は
非
常
に
曖
昧
な
と
こ
ろ
が
多
く
、
危
う
さ
を
含
ん
で
い
る
と
言
わ
ざ
る

を
得
ま
せ
ん
。
で
す
か
ら
、
総
花
的
に
い
ろ
い
ろ
な
施
策
を
拡
充
し
て
い
く
よ
り
は
、
や
は
り
一

番
問
題
と
な
っ
て
い
る
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
、
し
か
も
そ
れ
を
質
の
よ
い
も
の
に
し
て
い
く
こ

と
。
そ
れ
か
ら
、
子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
充
実
す
る
こ
と
。
こ
れ
が
必
要
だ
と
申
し
あ
げ
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

第
１
に
、
少
子
化
が
進
む
中
で
、
脆
弱
な
経
済
環
境
の
な
か
で
生
ま
れ
育
っ
て
い
く
子
ど
も
が

増
え
て
い
ま
す
。
一
例
を
挙
げ
れ
ば
、
嫡
出
第
一
子
に
占
め
る
婚
前
妊
娠
出
生
の
割
合
は
25
％
を

超
え
て
い
ま
す
。
い
わ
ゆ
る
「
で
き
婚
」
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
れ
は
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化

を
表
し
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
が
、
子
ど
も
が
生
ま
れ
る
こ
と
に
対
し
て
十
分
な
準
備
を
し
な
い
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ま
ま
に
誕
生
を
迎
え
て
し
ま
う
、
そ
う
し
た
家
族
が
増
え
て
き
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
も
あ
り
ま

す
。

　

第
２
に
、
新
し
く
生
ま
れ
る
赤
ち
ゃ
ん
に
占
め
る
低
体
重
出
生
児
の
割
合
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国

の
な
か
で
日
本
は
ト
ル
コ
に
次
い
で
高
い
の
で
す
。
低
体
重
出
生
と
い
う
の
は
、
諸
外
国
の
さ
ま

ざ
ま
な
研
究
に
よ
り
ま
す
と
、
将
来
的
な
学
力
達
成
、
身
体
的
な
健
康
、
特
に
成
人
期
の
健
康
な

ど
に
大
き
な
影
響
を
及
ぼ
す
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
身
体
的
な
面
で
も
現
在
の
子
ど
も
に
は
い
ろ

い
ろ
な
懸
念
材
料
が
あ
る
の
で
す
。

　

第
３
に
親
の
働
き
方
も
１
９
９
０
年
の
１
・
57
シ
ョ
ッ
ク
以
降
、
大
き
く
変
わ
り
ま
し
た
。
特

に
、
母
親
た
ち
が
よ
り
早
く
労
働
市
場
に
復
帰
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
末
子
が
２
歳

の
時
点
で
は
45
％
の
母
親
に
仕
事
が
あ
り
、
小
学
校
に
上
が
る
時
点
で
は
６
割
の
母
親
に
仕
事
が

あ
る
。
な
ぜ
そ
れ
だ
け
早
く
復
帰
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
か
と
い
い
ま
す
と
、
や
は
り
そ
れ
だ
け

家
計
の
収
入
が
低
く
な
っ
て
お
り
、
世
帯
主
収
入
の
減
少
を
補
う
た
め
に
、
よ
り
早
期
に
復
職
す
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る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
。
ま
た
そ
の
こ
と
が
、
待
機
児
童
問
題
の
深
刻
化
を
招
い
て
い
る
と

も
言
え
ま
す
。

　

貧
困
対
策
の
必
要
性
に
つ
い
て
、
図
を
用
い
て
も
う
少
し
詳
し
く
ご
説
明
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

図
表
12
（
64
ペ
ー
ジ
）
は
１
９
８
５
年
以
降
の
等
価
可
処
分
所
得
の
推
移
を
示
し
て
い
ま
す
。

可
処
分
所
得
は
収
入
か
ら
税
や
社
会
保
険
料
拠
出
を
除
い
た
も
の
で
す
。

　

こ
れ
を
さ
ら
に
、
世
帯
間
で
の
世
帯
人
員
数
の
違
い
を
調
整
す
る
た
め
に
等
価
尺
度
と
い
う
も

の
で
除
し
て
い
ま
す
。
そ
れ
が
等
価
可
処
分
所
得
で
す
。
す
な
わ
ち
、
等
価
可
処
分
所
得
は
、
一

人
ひ
と
り
の
世
帯
の
メ
ン
バ
ー
が
享
受
し
得
る
、
経
済
的
な
リ
ソ
ー
ス
の
大
き
さ
を
表
し
て
い
ま

す
。

　

一
番
上
の
ラ
イ
ン
が
子
ど
も
の
い
る
世
帯
、
２
番
目
が
高
齢
者
世
帯
、
一
番
下
が
母
子
世
帯
で

す
。
二
人
親
世
帯
の
子
ど
も
と
一
人
親
世
帯
の
子
ど
も
の
等
価
可
処
分
所
得
を
比
較
す
る
と
倍
以

上
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
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図
表

12  子
ど

も
の

い
る

世
帯

の
等

価
可

処
分

所
得

の
推

移

厚
生
労
働
省
「
平
成
22年

国
民
生
活
基
礎
調
査
」
か
ら
大
石
作
成

2
9
2

282

1
4
1

115
1
3
8

100

150

200

250

300

350

1985
1990

1995
2000

2005

（
再
掲
）
児
童
の
い
る

世
帯

高
齢
者
世
帯

母
子
世
帯

貧
困
線

（
2005年

価
格
、万
円
）
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図
の
な
か
で

印
で
断
続
的
に
示
し
て
い
る
の
が
、
貧
困
線
で
す
。
母
子
世
帯
の
子
ど
も
の
生

活
水
準
は
、
過
去
20
年
以
上
に
わ
た
っ
て
常
に
貧
困
ぎ
り
ぎ
り
の
状
態
に
あ
り
、
改
善
し
て
お
り

ま
せ
ん
。

　

母
子
世
帯
に
育
つ
子
ど
も
は
、
極
端
な
経
済
的
不
利
を
抱
え
て
い
ま
す
。

　

で
は
な
ぜ
、
子
ど
も
に
投
資
す
る
こ
と
が
必
要
な
の
で
し
ょ
う
か
。
図
表
13
（
66
ペ
ー
ジ
）
は

ヘ
ッ
ク
マ
ン
と
い
う
ア
メ
リ
カ
の
著
名
な
経
済
学
者
の
論
文
に
あ
る
グ
ラ
フ
で
す
。
こ
の
図
は
子

ど
も
に
対
す
る
投
資
の
収
益
率
を
表
し
て
い
ま
す
が
、
幼
児
期
に
投
資
す
れ
ば
す
る
ほ
ど
収
益
率

は
高
い
。
ま
た
、
所
得
階
層
別
に
み
る
と
、
低
所
得
層
の
子
ど
も
ほ
ど
幼
児
期
の
投
資
か
ら
大
き

な
便
益
を
受
け
る
こ
と
が
示
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

日
本
の
子
ど
も
の
貧
困
率
は
、
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
平
均
以
上
に
高
く
、
し
か
も
緩
や
か
な
上
昇

傾
向
に
あ
り
ま
す
。
こ
う
し
た
状
況
で
は
、
や
は
り
早
い
う
ち
に
、
し
か
も
質
の
よ
い
投
資
を
子

ど
も
に
対
し
て
行
う
こ
と
が
重
要
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
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図表 13  子どもへの投資の重要性

低所得層の子ども  

高所得層の子ども  

Rate of
return

Age

Disadvantaged children

Well-off childern

Early
childhood

Schools Higher
educayion

Training &
LLL
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最
後
に
、
給
付
と
負
担
の
在
り
方
に
つ
い
て
付
け
加
え
た
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
の
大
塚
先

生
の
ご
講
演
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
給
付
を
拡
充
す
る
一
方
で
、
社
会
保
障
負
担
も
重
く
な

っ
て
い
ま
す
。
子
ど
も
に
対
す
る
給
付
を
拡
充
し
て
い
く
こ
と
は
も
ち
ろ
ん
必
要
で
す
が
、
低
所

得
層
の
世
帯
に
と
っ
て
は
、
社
会
保
険
料
負
担
の
上
昇
が
大
き
な
経
済
的
圧
迫
要
因
に
な
っ
て
い

ま
す
。
し
た
が
っ
て
、
右
の
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
左
の
ポ
ケ
ッ
ト
に
お
金
を
移
す
よ
う
な
こ
と
を
す
る

よ
り
は
、
社
会
保
険
料
徴
収
の
構
造
自
体
に
潜
む
逆
進
性
を
解
消
し
て
い
く
こ
と
も
必
要
で
あ
ろ

う
と
思
い
ま
す
。

岩
本　

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
長
年
研
究
さ
れ
て
き
た
大
石
先
生
か
ら
は
、
辛
口
の
コ

メ
ン
ト
も
い
た
だ
き
ま
し
た
。
賢
い
使
い
方
に
つ
い
て
よ
く
考
え
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
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「
医
療
・
介
護
」
―
―
政
府
案
で
は
改
革
に
よ
っ
て
費
用
が
増
加

福
井　

医
療
・
介
護
の
研
究
概
要
に
つ
い
て
、
基
本
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
は
、「
長
期
的
視
点
に
立

ち
給
付
の
効
率
化
を
」
と
い
う
報
告
書
第
３
章
の
サ
ブ
タ
イ
ト
ル
に
尽
く
さ
れ
て
い
ま
す
。
ま
ず
、

医
療
・
介
護
の
今
後
を
考
え
る
う
え
で
は
、
５
年
、
10
年
で
は
な
く
、
お
そ
ら
く
も
っ
と
長
期
的

な
視
野
に
立
つ
必
要
が
あ
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
を
踏
ま
え
る
と
、
一
体
改
革
の
な
か
で
図
ら
れ
て
い

る
よ
う
な
医
療
・
介
護
の
質
の
充
実
と
い
う
よ
う
な
余
裕
は
、
実
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
む
し

ろ
給
付
を
効
率
化
し
、
給
付
費
の
増
大
を
抑
制
す
る
よ
う
な
方
向
で
の
議
論
が
必
要
な
の
で
は
な

い
か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

一
体
改
革
で
は
医
療
・
介
護
分
野
で
ど
の
よ
う
な
改
革
が
目
指
さ
れ
て
い
る
か
と
い
う
と
、
大

き
く
二
つ
の
柱
か
ら
成
り
立
っ
て
い
ま
す
（
図
表
14
参
照
）。
①
は
サ
ー
ビ
ス
提
供
体
制
の
見
直

し
。
②
は
か
か
る
費
用
を
ど
の
よ
う
に
み
ん
な
で
分
け
合
っ
て
負
担
し
て
い
く
か
。
②
に
つ
い
て

は
い
ろ
い
ろ
盛
り
沢
山
で
議
論
に
な
り
そ
う
な
テ
ー
マ
も
入
っ
て
は
い
る
の
で
す
が
、
時
間
の
都
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図
表

14  医
療

・
介

護
分

野
の

二
つ

の
方

向
性

②
セ

ー
フ

テ
ィ

ネ
ッ

ト
機

能
の

強
化

・
給

付
の

重
点

化
，

低
所

得
者

対
策

健
康

保
険

の
適

用
拡

大
高

額
療

養
費

制
度

の
見

直
し

高
齢

者
医

療
制

度
の

見
直

し
国

保
・

介
護

保
険

の
財

政
基

盤
の

安
定

化

2025年
の

１
日

当
た

り
利

用
者

（
万

人
）

医
療

・
介

護
費

用
の

見
通

し
（

対
G

D
P

比〔
％

〕）
 

入
 院

・
施

 設
 →

 外
 来

・
在

 宅
重

点
化

・
機

能
強

化
に

よ
り

総
費

用
は

増
加

現
状

投
影

改
革

入
院

1
6

2
1

2
9

介
護

施
設

1
6

1
1

3
1

居
住

系
・

在
宅

介
護

4
8

6
5

1
0

外
来

・
在

宅
医

療
8

2
8

8
0

9

合
計

1
6

3
7

1
5

8
0

2011
2015

2025
（

年
度

）

医
療現

状
投

影
8

.1
8

.7
9

.9

改
革

8
.1

8
.8

1
0

.1

介
護現

状
投

影
1

.8
2

.1
2

.9

改
革

1
.8

2
.2

3
.5

公
費

所
要

額
１

兆
円

（
2015年

度
）

①
医

療
・

介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
 

   
重

点
化

・
効

率
化

と
充

実
 

平
均

在
院

日
数

短
縮

（
▲

4
,3

0
0
億

円
）

外
来

受
診

の
適

正
化

（
▲

1
,2

0
0
億

円
）

在
宅

介
護

へ
の

移
行

（
▲

1
,8

0
0
億

円
）

  

病
院

・
病

床
機

能
改

革
お

よ
び

在
宅

医
療

の
充

実
（

8
,7

0
0
億

円
）

在
宅

介
護

の
充

実
等

（
2
,5

0
0
億

円
）

重
点

化
に

よ
る

マ
ン

パ
ワ

ー
増

（
2
,4

0
0
億

円
）

 
 

 

 
 

 

①
医

療
・

介
護

サ
ー

ビ
ス

提
供

体
制

の
 重

点
化

・
効

率
化

と
充

実

公
費

所
要

額
0.6兆

円
（

2015年
度

）
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合
上
、
詳
し
い
説
明
は
割
愛
し
、
①
を
重
点
的
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

医
療
・
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
体
制
の
見
直
し
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
い
わ
ゆ
る
重
点
化
・
効
率
化

と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
と
、
充
実
と
呼
ば
れ
て
い
る
も
の
と
の
抱
き
合
わ
せ
の
形
に
な
っ
て
い
る

こ
と
で
す
。
ま
ず
、
重
点
化
・
効
率
化
で
は
、
平
均
在
院
日
数
を
短
縮
し
、
な
る
べ
く
早
く
退
院

し
て
も
ら
う
。
外
来
受
診
を
適
正
化
す
る
。
あ
る
い
は
ケ
ア
を
施
設
か
ら
在
宅
介
護
に
移
行
し
て

い
く
。
い
わ
ゆ
る
給
付
を
抑
制
す
る
よ
う
な
改
革
の
中
身
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

た
だ
、
実
は
そ
れ
は
タ
ダ
で
行
う
こ
と
は
で
き
な
く
て
、
例
え
ば
急
性
期
の
病
床
に
ス
タ
ッ
フ

を
重
点
的
に
配
置
し
、
早
期
に
退
院
を
促
す
。
あ
る
い
は
施
設
か
ら
在
宅
介
護
に
移
行
し
て
い
た

だ
い
た
と
き
に
は
、
お
そ
ら
く
介
護
サ
ー
ビ
ス
へ
の
ニ
ー
ズ
が
高
ま
る
だ
ろ
う
。
そ
れ
に
対
し
て

マ
ン
パ
ワ
ー
を
も
う
少
し
付
け
な
け
れ
ば
い
け
な
い
。
そ
の
よ
う
な
充
実
の
部
分
で
、
逆
に
費
用

を
上
げ
る
よ
う
な
改
革
も
い
く
つ
か
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。
こ
の
二
つ
が
抱
き
合
わ
せ
に
な
っ
て

お
り
、
２
０
１
５
年
度
時
点
で
そ
れ
を
公
費
で
賄
う
分
と
し
て
は
、
０
・
６
兆
円
に
な
っ
て
お
り
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ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
一
体
改
革
が
ど
の
よ
う
な
将
来
像
を
描
い
て
い
る
か
―
―
図
表
14
（
69
ペ
ー
ジ
）

の
中
段
左
に
な
り
ま
す
が
、
２
０
２
５
年
度
の
１
人
当
た
り
各
施
設
の
利
用
者
の
「
現
状
投
影
」

は
現
行
制
度
の
ま
ま
い
っ
た
場
合
、「
改
革
」
と
示
し
て
い
る
の
は
一
体
改
革
を
行
っ
た
場
合
で

す
。

　

ま
ず
入
院
に
関
し
て
は
、
現
状
投
影
が
１
６
２
万
人
に
対
し
、
改
革
後
は
１
２
９
万
人
に
減
少

す
る
。

　

介
護
施
設
に
関
し
て
も
減
少
す
る
。
逆
に
居
住
系
・
在
宅
介
護
は
若
干
増
え
る
。
外
来
・
在
宅

医
療
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
す
。
基
本
的
に
一
体
改
革
で
考
え
て
い
る
将
来
像
は
、
い
ま
ま
で
は
入
院

あ
る
い
は
施
設
で
の
介
護
と
い
う
形
で
ケ
ア
し
て
い
た
も
の
を
、
な
る
べ
く
在
宅
あ
る
い
は
外
来

で
ケ
ア
す
る
方
向
に
利
用
者
を
移
行
さ
せ
る
と
い
う
の
が
一
つ
の
考
え
方
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

単
純
に
考
え
れ
ば
、
入
院
や
施
設
で
の
ケ
ア
よ
り
も
在
宅
、
外
来
で
の
ケ
ア
の
ほ
う
が
、
お
金
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が
か
か
ら
な
い
だ
ろ
う
か
ら
給
付
費
は
抑
制
さ
れ
る
の

か
と
思
い
き
や
、
実
は
そ
う
で
も
な
い
。
先
ほ
ど
、
充

実
の
と
こ
ろ
で
紹
介
し
ま
し
た
よ
う
な
ス
タ
ッ
フ
の
重

点
配
置
、
マ
ン
パ
ワ
ー
の
増
強
と
い
っ
た
、
い
わ
ゆ
る

ケ
ア
単
価
の
上
が
る
部
分
が
あ
り
ま
す
。
そ
ち
ら
を
含

め
ま
す
と
、
結
局
、
医
療
費
と
介
護
費
用
は
増
大
す
る

こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ
れ
が
中
段
の
右
側
の
表
で
す
。

　

右
表
は
２
０
１
１
年
度
か
ら
２
０
２
５
年
度
ま
で
に
、

対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
医
療
費
と
介
護
費
用
が
ど
の
程
度
に
な

る
か
を
示
し
た
も
の
で
す
。「
現
状
投
影
」
が
や
は
り

い
ま
の
ま
ま
の
制
度
で
い
っ
た
場
合
、「
改
革
」
は
改

革
を
行
っ
た
場
合
で
す
が
、
改
革
を
行
っ
た
ほ
う
が
逆

福井委員
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に
医
療
費
、
介
護
費
用
は
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

長
期
的
視
点
に
立
っ
て
給
付
の
効
率
化
を
図
れ

福
井　

一
体
改
革
で
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
と
し
て
わ
れ
わ
れ
が
考
え
て
い
る
の

が
、「
よ
り
長
期
的
な
視
野
」
で
す
。
２
０
２
５
年
は
、
ち
ょ
う
ど
団
塊
の
世
代
の
方
々
が
75
歳

以
上
を
迎
え
る
と
い
う
象
徴
的
な
時
期
に
当
た
り
ま
す
が
、
先
ほ
ど
、
大
塚
先
生
、
岩
本
先
生
の

お
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ
う
に
、
高
齢
化
の
ピ
ー
ク
は
そ
こ
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
高
齢
化
は

２
０
２
５
年
以
降
も
ど
ん
ど
ん
続
い
て
い
く
。
お
そ
ら
く
21
世
紀
の
半
ば
ご
ろ
が
高
齢
化
の
ピ
ー

ク
だ
ろ
う
と
見
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

そ
う
な
り
ま
す
と
、
図
表
15
（
74
ペ
ー
ジ
）
左
側
の
グ
ラ
フ
を
見
て
い
た
だ
い
た
ら
わ
か
り
ま

す
が
、
現
行
制
度
は
そ
の
年
の
給
付
費
を
そ
の
年
の
公
費
や
保
険
料
で
賄
う
と
い
う
財
政
方
式
を

採
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
将
来
、
高
齢
化
率
が
高
ま
れ
ば
、
給
付
を
現
状
の
ま
ま
維
持
す
る
と
し
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た
ら
、
も
ち
ろ
ん
保
険
料
も
公
費
も
上
が
ら
ざ
る
を

得
な
い
。
例
え
ば
２
０
２
５
年
度
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見

た
介
護
保
険
料
は
１
・
５
％
、
医
療
保
険
料
は
５
％

近
い
数
字
と
な
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
れ
以
降
は
介
護

保
険
料
も
も
っ
と
必
要
な
形
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

そ
の
右
側
の
表
は
、
先
ほ
ど
岩
本
先
生
の
お
話
の

な
か
に
も
あ
り
ま
し
た
図
表
10
（
48
ペ
ー
ジ
参
照
）

の
、
２
０
１
０
年
度
か
ら
２
０
２
０
年
度
ま
で
の
今

後
10
年
と
そ
の
先
の
２
０
２
０
年
度
か
ら
２
０
５
０

年
度
ま
で
の
30
年
間
で
公
費
と
保
険
料
で
賄
う
追
加

の
負
担
が
ど
の
程
度
必
要
か
を
、
具
体
的
な
数
字
で

示
し
た
も
の
で
す
。
２
０
１
０
年
度
か
ら
２
０
２
０

図表 15  より長期的な視野の必要性

 

0

1

2

3

4

5

6

7

2010 2020 2030 2040 2050 2060 2070

％（対GDP比）

医療保険料  

介護保険料  

＜医療・介護保険財政モデルによる長期推計＞

＜公費負担・保険料の上昇幅（対GDP比）＞

2010-2020 2020-2050

公費負担
医療 0.89 1.72

介護 0.66 1.57

合計 1.56 3.30

保険料負担
0.84 1.36

介護
医療

合計

0.55 1.34
1.39 2.71

（年度）

（年度）

　2025年度以降も高齢化率は上昇する見通し
　将来費用の不確実性を考慮しても，給付費は増加を続ける

単位（％）

（注）実線は予測値の平均値。
　　　破線は上位2.5％及び下位2.5％の予測値を示す。
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年
度
ま
で
で
は
、
合
計
で
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
１
・
５
％
ぐ
ら
い
の
追
加
の
公
費
負
担
が
必
要
で
す
。
し

か
し
、
そ
の
あ
と
の
30
年
は
３
・
３
％
。
倍
以
上
の
追
加
の
公
費
負
担
が
必
要
に
な
り
、
消
費
税

率
換
算
で
７
％
と
い
う
話
に
な
っ
て
き
ま
す
。

　

い
ま
お
話
し
し
た
こ
と
を
ま
と
め
ま
す
と
、
医
療
・
介
護
費
の
増
大
は
わ
か
る
の
で
す
が
、

２
０
２
５
年
度
ま
で
し
か
考
慮
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
が
一
体
改
革
の
問
題
点
だ
と
思
い
ま
す
。
そ

こ
で
私
ど
も
が
行
っ
た
よ
り
長
期
の
推
計
で
は
、
２
０
６
０
年
ぐ
ら
い
が
ち
ょ
う
ど
負
担
の
ピ
ー

ク
に
な
り
、
２
０
２
０
年
度
か
ら
２
０
５
０
年
度
ま
で
の
30
年
間
で
、
消
費
税
率
で
換
算
す
れ
ば

さ
ら
に
７
％
ぐ
ら
い
の
追
加
の
負
担
が
必
要
に
な
る
。

　

高
い
負
担
を
求
め
る
の
は
な
か
な
か
厳
し
い
状
況
で
す
の
で
、
機
能
強
化
を
図
っ
て
い
る
余
地

は
な
い
の
で
は
な
い
か
。
む
し
ろ
、
給
付
の
効
率
化
を
す
る
よ
う
な
改
革
の
ほ
う
に
議
論
を
も
っ

て
い
く
べ
き
で
は
な
い
か
。
つ
ま
り
、
サ
ー
ビ
ス
の
単
価
を
上
げ
な
い
よ
う
な
改
革
を
目
指
し
、

現
状
よ
り
も
給
付
費
が
抑
制
さ
れ
る
よ
う
に
努
め
る
方
向
性
で
議
論
が
進
め
ら
れ
る
べ
き
で
は
な
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い
か
。
そ
れ
が
私
ど
も
の
主
張
に
な
り
ま
す
。

岩
本　

医
療
・
介
護
に
つ
い
て
長
い
推
計
を
し
な
い
の
は
、
先
の
こ
と
が
不
透
明
だ
か
ら
と
い
う

こ
と
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。
そ
れ
で
研
究
者
が
取
り
組
み
、
幅
を
持
っ
て
見
る
と
い
う
こ
と
を
確
率

的
な
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
や
っ
て
い
る
わ
け
で
す
が
、
楽
観
的
な
ケ
ー
ス
で
も
、
負
担
が
か
な

り
増
え
る
こ
と
は
避
け
ら
れ
な
い
と
い
う
見
解
で
す
。

　
「
年
金
」
―
―
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
改
革
を
実
行
に
移
す
と
と
も
に
長
期
ビ
ジ
ョ
ン
を
示
せ

白
石　

一
体
改
革
で
い
ろ
い
ろ
な
年
金
改
革
の
プ
ラ
ン
が
提
案
さ
れ
て
い
ま
す
の
で
、
そ
の
提
案

の
内
容
を
ど
の
よ
う
に
評
価
す
る
か
整
理
す
る
た
め
、
図
表
16
に
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
改
革
と
パ
ラ

ダ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
改
革
を
ま
と
め
ま
し
た
。

　

一
体
改
革
で
提
案
さ
れ
た
こ
と
は
、
例
え
ば
最
低
保
障
機
能
を
充
実
さ
せ
る
。
25
年
の
最
低
保

障
加
入
期
間
を
10
年
に
短
く
し
て
い
け
ば
、
年
金
を
も
ら
え
る
人
が
も
う
少
し
増
え
る
の
で
は
な
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い
か
。
そ
れ
か
ら
、
い
ま
一
番
問
題
に
な
っ
て
い
る
短

時
間
労
働
者
へ
の
適
用
を
拡
大
し
て
い
く
。
あ
る
い
は
、

在
職
老
齢
年
金
の
話
は
、
要
す
る
に
在
老
を
も
ら
っ
て

い
る
人
は
年
金
が
カ
ッ
ト
さ
れ
て
し
ま
う
か
ら
、
そ
の

支
給
要
件
を
緩
和
さ
せ
る
と
い
う
こ
と
な
ど
で
し
た
。

　

こ
の
三
つ
ぐ
ら
い
は
何
と
な
く
決
ま
り
そ
う
な
の
で

す
が
、
も
う
一
つ
決
ま
ら
な
か
っ
た
と
い
う
か
、
こ
れ

か
ら
ど
う
な
る
か
わ
か
ら
な
い
の
が
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ

イ
ド
の
発
動
で
す
。
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
と
い
う
の

は
、
年
金
を
一
気
に
カ
ッ
ト
し
た
ら
高
齢
者
の
人
は
困

る
だ
ろ
う
か
ら
、
毎
年
１
％
ほ
ど
カ
ッ
ト
し
て
い
く
と

い
う
仕
組
み
で
す
。
物
価
・
賃
金
水
準
が
変
わ
ら
な
い

図表 16  年金制度改革の方向

パラメトリック改革
パラダイマティック改革

○一体改革で提案されたこと
① 最低保障機能・高所得者年金の見直し
② 短時間労働者への適用拡大
③ 在職年金・3号被保険者見直し
④ マクロ経済スライドの発動
⑤ 支給開始年齢の引き上げ

○大規模な改革で実現すること
① 制度の一元化
② 最低保障年金・所得比例年金
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と
し
て
、
大
体
毎
年
０
・
９
％
ぐ
ら
い
、
も
ら
う
年
金
支
給
額
を
カ
ッ
ト
す
る
こ
と
に
よ
り
、
年

金
の
給
付
総
額
を
抑
制
し
て
い
き
ま
す
。
こ
れ
は
２
０
０
４
年
の
年
金
改
革
で
す
で
に
提
案
さ
れ

て
い
た
の
で
す
が
、
い
ま
だ
に
実
現
し
て
い
な
い
。
そ
れ
が
ゆ
え
に
年
金
の
給
付
が
拡
大
し
て
い

る
と
い
う
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
を
何
と
か
復
活
さ
せ
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
去
年
の
暮
れ
ぐ
ら
い
に
話
題
に
な
り
ま
し
た
が
、
支
給
開
始
年
齢
を
65
歳
か
ら
さ

ら
に
67
歳
、
68
歳
に
上
げ
て
い
っ
た
ら
ど
う
か
と
い
う
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
。
い
ず
れ
も
１
階
が

基
礎
年
金
、
２
階
が
厚
生
年
金
と
い
う
現
行
の
枠
内
で
改
革
を
し
て
い
く
、
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
な

改
革
で
す
。

　

こ
れ
ら
を
や
る
だ
け
で
も
か
な
り
効
果
が
あ
り
ま
す
が
、
実
際
に
は
反
対
論
の
ほ
う
が
強
か
っ

た
わ
け
で
す
。
年
金
改
革
は
ご
承
知
の
と
お
り
、
２
０
０
４
年
、
２
０
０
９
年
、
次
が
２
０
１
４

年
と
、
５
年
お
き
で
す
。
で
す
か
ら
一
体
改
革
と
奇
し
く
も
ス
ピ
ー
ド
が
一
致
し
て
い
て
、

２
０
１
４
年
４
月
か
ら
次
期
の
新
し
い
年
金
制
度
が
始
ま
る
。
い
ま
２
０
１
２
年
で
す
か
ら
、
そ
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ろ
そ
ろ
何
を
し
て
い
く
か
と
い
う
具
体
案
を
詰
め
な
け
れ
ば
い
け
な
い
時
期
に
当
た
り
ま
す
。
一

体
改
革
で
提
案
さ
れ
て
い
た
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
改
革
の
内
容
ぐ
ら
い
は
、
全
部
実
現
し
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

問
題
は
、
去
年
の
７
月
か
ら
出
て
き
た
年
金
制
度
改
革
の
な
か
で
、
民
主
党
の
政
策
テ
ー
マ
で

あ
る
大
規
模
な
年
金
改
革
を
実
施
す
る
と
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
す
。
具
体
的
に
は
、
制
度
を
一

元
化
す
る
。

　

即
ち
国
民
年
金
と
厚
生
年
金
、
共
済
年
金
を
統
合
す
る
。
統
合
し
た
年
金
に
お
い
て
は
最
低
保

障
年
金
と
所
得
比
例
年
金
と
い
う
新
し
い
仕
組
み
を
導
入
す
る
。
そ
う
い
う
こ
と
が
提
案
さ
れ
て

い
ま
し
た
。
ご
承
知
の
と
お
り
、
こ
れ
に
関
し
て
は
内
容
が
書
い
て
あ
る
だ
け
で
、
具
体
的
に
何

を
す
る
か
と
い
う
話
は
な
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
急
に
、
今
月
に
な
っ
て
か
ら
抜
本
改
革
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
話
が
出
て
い
る
。
こ

こ
に
来
て
思
う
こ
と
は
、
先
ほ
ど
の
大
塚
先
生
の
お
話
と
も
絡
ん
で
い
ま
す
が
、
果
た
し
て
抜
本
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的
な
改
革
を
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
必
要
が
あ
る
の
か
ど
う
か
。
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
な
改
革
を
や

る
だ
け
で
も
か
な
り
効
果
が
あ
る
。
で
は
パ
ラ
ダ
イ
マ
テ
ィ
ッ
ク
的
な
大
規
模
な
制
度
改
革
を
す

る
こ
と
の
ニ
ー
ズ
は
ど
の
辺
に
あ
る
の
だ
ろ
う
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
た
と
え
２
０
１
４
年

改
革
に
間
に
合
わ
な
く
て
も
、
抜
本
改
革
に
つ
い
て
も
検
討
す
べ
き
で
あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

図
表
16
（
77
ペ
ー
ジ
）
で
い
え
ば
、
左
側
の
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
提
案
だ
け
を
見
て
も
、
多
く
の

国
民
は
あ
ま
り
納
得
を
し
な
か
っ
た
と
思
い
ま
す
。「
本
当
に
そ
れ
だ
け
で
長
期
的
に
年
金
財
政

が
大
丈
夫
な
の
か
」
と
思
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
こ
で
右
側
の
大
規
模
な
改
革
を
ど
う
い
う
ふ
う
に
考
え
て
い
く
か
。
そ
れ
が
今
後
に
議
論
す

べ
き
テ
ー
マ
で
は
な
い
か
と
考
え
ら
れ
る
わ
け
で
す
。
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年
金
制
度
の
三
つ
の
長
期
的
課
題

白
石　

私
ど
も
の
報
告
書
で
は
、
年
金
制
度
の
長
期
的

な
課
題
を
考
え
た
と
き
に
、
現
行
の
制
度
で
は
ど
う
し

て
も
解
決
で
き
な
い
と
い
う
こ
と
が
あ
る
な
ら
ば
、
や

は
り
次
の
制
度
を
構
想
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
14
年
か
ら
や
る
か
ど
う
か
と

い
う
話
は
別
と
し
て
も
、
そ
う
い
う
必
要
性
が
あ
る
の

で
は
な
い
か
と
提
案
し
て
い
ま
す
（
82
ペ
ー
ジ
図
表
17

参
照
）。
報
告
書
で
は
三
つ
の
長
期
的
課
題
を
指
摘
し

て
お
り
ま
す
。

　

ま
ず
、
格
差
社
会
に
つ
い
て
で
す
が
、
２
０
０
０
年

以
降
、
わ
れ
わ
れ
が
予
想
し
て
い
な
か
っ
た
と
い
う
か
、

白石委員
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そ
れ
ま
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た
よ
う
な
事

態
が
起
き
て
し
ま
っ
た
。
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ

ト
の
強
化
策
が
強
く
言
わ
れ
て
き
て
い
る
。

年
金
の
分
野
で
も
、
保
険
料
の
支
払
い
を
条

件
と
し
て
年
金
を
給
付
す
る
従
来
の
保
険
原

理
と
は
異
な
る
考
え
方
が
求
め
ら
れ
て
い
ま

す
。

　

や
り
方
と
し
て
は
二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ

は
、
国
民
年
金
の
支
給
条
件
を
緩
和
し
て
い

く
も
の
で
す
。
も
う
一
つ
が
税
金
を
原
資
と

し
て
低
所
得
者
に
保
険
料
の
納
付
を
条
件
と

し
な
い
年
金
を
給
付
す
る
最
低
保
障
年
金
の

図表 17  年金制度の長期的課題

•
•
セーフティネットの強化
受給期間の短縮、定額加算などで対
応可能では？

•
•
積立方式は難しい（二重の負担）
スライド調整、支給開始年齢引き上
げなど？

•
•
有効な社会保障の強化策は雇用
就労インセンティブを引き出す制度
の必要性

格差社会 

持続可能性 

中立性 

 

•
•
年金課題の一部は、パラメトリック改革でも対応が可能である。
長期ビジョンで示すこと：
　　　　　①就労しなくては年金はもらえない制度の構築
　　　　　②雇用環境を時間をかけて必ず整備する
　　　　　⇒雇用分野と連動したパラダイマティック改革
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創
設
で
す
。
国
民
年
金
の
支
給
を
充
実
さ
せ
る
だ
け
で
も
対
応
で
き
る
の
で
す
が
、
最
低
保
障
年

金
の
よ
う
な
考
え
方
で
や
っ
た
ほ
う
が
、
仕
組
み
が
す
っ
き
り
と
し
ま
す
。

　

次
は
持
続
可
能
性
の
問
題
で
す
。
年
金
の
制
度
を
変
え
て
い
く
と
き
に
、
過
去
10
年
間
で
一
番

議
論
さ
れ
て
い
た
の
は
、
現
行
の
制
度
が
難
し
い
の
だ
っ
た
ら
積
立
方
式
に
変
え
て
い
け
ば
い
い

の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ろ
い
ろ
な
意
見
が
こ
れ
か
ら
も
提
案
さ
れ
る
と
思
い
ま
す

が
、
私
は
二
重
の
負
担
と
い
っ
て
制
度
の
移
行
に
伴
う
コ
ス
ト
が
あ
ま
り
に
も
大
き
く
て
、
い
ま

の
年
金
制
度
を
そ
の
ま
ま
積
立
方
式
に
変
え
て
い
く
こ
と
は
難
し
い
と
思
い
ま
す
。
持
続
可
能
性

を
維
持
す
る
た
め
に
は
、
ど
う
し
て
も
現
行
の
賦
課
方
式
の
な
か
で
制
度
を
変
え
て
い
か
な
け
れ

ば
い
け
な
い
。
賦
課
方
式
と
い
う
枠
組
み
の
な
か
で
ど
う
支
給
し
て
い
く
の
か
と
し
た
ら
、
基
本

は
や
は
り
支
給
を
抑
制
し
て
い
く
し
か
な
い
わ
け
で
す
。
た
だ
し
、
現
行
の
制
度
で
あ
ろ
う
が
、

新
し
い
制
度
で
あ
ろ
う
が
、
い
ず
れ
も
賦
課
方
式
を
前
提
と
す
る
の
で
、
逆
接
的
で
す
が
、
実
現

で
き
る
こ
と
は
そ
れ
ほ
ど
変
わ
り
ま
せ
ん
。
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最
後
の
論
点
は
、
中
立
性
と
い
う
か
、
雇
用
を
ど
う
す
る
か
と
い
う
こ
と
で
す
。
私
は
雇
用
問

題
の
難
し
さ
が
わ
が
国
に
公
的
年
金
の
抜
本
改
革
を
要
請
し
て
い
る
と
考
え
ま
す
。

　

図
表
16
（
77
ペ
ー
ジ
）
を
思
い
出
し
て
い
た
だ
く
と
、「
④
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
の
発
動
」

と
「
⑤
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
」
の
な
か
で
も
、
特
に
⑤
が
う
ま
く
い
か
な
い
わ
け
で
す
。

「
①
最
低
保
障
機
能
・
高
所
得
者
年
金
の
見
直
し
」
や
「
②
短
時
間
労
働
者
へ
の
適
用
拡
大
」
の

よ
う
な
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
拡
充
し
ま
し
ょ
う
、
給
付
を
充
実
さ
せ
ま
し
ょ
う
と
い
う
、
お
金

を
増
や
し
て
い
く
こ
と
は
賛
成
さ
れ
た
わ
け
で
す
が
、
逆
に
給
付
を
カ
ッ
ト
す
る
提
案
の
実
現
が

難
し
か
っ
た
わ
け
で
す
。

　

そ
れ
で
は
年
金
に
関
し
て
⑤
の
「
支
給
開
始
年
齢
の
引
き
上
げ
」
が
な
ぜ
難
し
か
っ
た
か
と
い

う
と
、
支
給
開
始
年
齢
を
急
に
65
歳
か
ら
68
歳
に
上
げ
ら
れ
て
も
、
雇
っ
て
い
る
会
社
が
困
る
し
、

も
し
雇
用
が
延
長
で
き
な
い
な
ら
ば
、
働
い
て
い
る
人
た
ち
だ
っ
て
、
ど
う
や
っ
て
新
し
い
職
場

を
探
し
て
い
っ
た
ら
い
い
か
わ
か
ら
な
い
と
い
う
問
題
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
思
い
ま
す
。
つ
ま
り
、
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雇
用
問
題
が
ネ
ッ
ク
と
な
っ
て
、
年
金
改
革
が
進
ま
な
い
状
況
に
あ
る
わ
け
で
す
。

　

話
が
そ
れ
て
し
ま
い
恐
縮
で
す
が
、
一
番
有
効
な
社
会
保
障
と
は
何
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
雇

用
だ
と
思
い
ま
す
。
働
く
こ
と
が
個
人
に
と
っ
て
も
社
会
全
体
に
と
っ
て
も
最
大
の
保
障
に
つ
な

が
り
ま
す
。
長
期
的
に
み
ん
な
に
働
い
て
も
ら
う
よ
う
な
仕
組
み
を
つ
く
っ
て
い
く
こ
と
が
大
切

で
す
。
例
え
ば
、
専
業
主
婦
の
よ
う
な
三
号
被
保
険
者
の
問
題
。
保
険
料
の
支
払
い
が
な
く
て
、

年
金
を
も
ら
う
人
が
い
る
よ
う
な
仕
組
み
で
は
、
将
来
の
日
本
は
困
る
わ
け
で
す
。
抜
本
改
革
の

一
つ
で
あ
る
、
所
得
比
例
年
金
の
よ
う
に
、
保
険
料
を
払
っ
た
こ
と
に
応
じ
て
年
金
が
も
ら
え
る

よ
う
な
仕
組
み
を
整
備
し
て
い
く
こ
と
は
、
長
期
的
に
見
て
、
日
本
が
目
指
す
べ
き
社
会
の
姿
と

整
合
的
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。

　

や
や
楽
観
的
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
逆
に
大
規
模
な
制
度
移
行
に
40
年
か
か
る
と
い
う
と
こ
ろ

が
、
あ
る
意
味
で
は
メ
リ
ッ
ト
に
な
っ
て
き
ま
す
。
急
に
明
日
か
ら
支
給
開
始
年
齢
を
上
げ
る
か

ら
雇
用
を
何
と
か
し
て
く
だ
さ
い
と
言
っ
て
も
困
る
わ
け
で
す
が
、
40
年
ぐ
ら
い
か
け
て
、
い
ま
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の
正
規
と
非
正
規
の
雇
用
の
格
差
を
な
く
す
。
あ
る
い
は
高
齢
者
や
主
婦
の
就
労
の
場
を
つ
く
っ

て
い
く
。
そ
の
よ
う
な
改
革
を
21
世
紀
の
中
ご
ろ
を
目
指
し
て
や
っ
て
い
く
。
い
ま
提
案
さ
れ
て

い
る
よ
う
な
所
得
比
例
年
金
は
就
労
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
引
き
出
す
方
策
に
関
し
て
一
つ
の
解
決

策
に
な
る
の
で
は
な
い
か
と
い
う
こ
と
を
、
報
告
書
で
は
説
明
し
て
い
ま
す
。

　

最
低
保
障
年
金
＋
所
得
比
例
年
金
へ
の
移
行
は
給
付
抑
制
が
条
件

白
石　

報
告
書
第
４
章
（
年
金
）
の
後
半
で
は
、
新
年
金
制
度
に
関
す
る
試
算
を
挙
げ
て
い
ま
す
。

年
金
試
算
の
な
か
で
も
、
抜
本
改
革
を
扱
っ
た
も
の
は
い
ま
の
と
こ
ろ
少
な
い
の
で
、
ご
参
考
に

な
れ
ば
幸
い
で
す
。
大
規
模
改
革
の
検
討
の
際
に
よ
く
問
題
と
な
る
「
40
年
で
ど
う
や
っ
て
移
行

し
て
い
く
か
」
と
い
う
計
算
結
果
を
示
し
て
い
ま
す
。

　

例
え
ば
私
は
い
ま
47
歳
で
す
が
、
す
で
に
26
年
間
、
現
行
方
式
で
保
険
料
を
納
め
て
い
る
。
こ

こ
で
新
制
度
に
今
日
か
ら
移
行
す
る
と
し
た
な
ら
ば
、
私
が
も
ら
え
る
年
金
は
、
加
入
期
間
を
45
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年
間
と
し
て
旧
制
度
に
基
づ
く
年
金
が
26
年
ぐ
ら
い
あ
り
、
新
制
度
で
も
ら
え
る
年
金
が
19
年
ぐ

ら
い
に
な
り
ま
す
。
そ
う
や
っ
て
今
日
ま
で
納
め
た
保
険
料
に
は
旧
制
度
が
適
用
さ
れ
ま
す
の
で
、

図
表
18
（
88
ペ
ー
ジ
）
に
示
し
た
よ
う
に
、
全
体
で
み
て
も
現
行
方
式
に
基
づ
く
支
給
額
の
ラ
イ

ン
は
徐
々
に
落
ち
て
い
き
ま
す
。

　

新
制
度
に
つ
い
て
は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。
最
低
保
障
年
金
と
所
得
比
例
年
金
を
組
み
合
わ
せ
て

い
く
と
、
そ
の
金
額
は
徐
々
に
上
が
っ
て
き
て
40
年
後
に
制
度
自
体
は
完
全
移
行
す
る
と
言
わ
れ

て
い
ま
す
が
、
40
年
ぐ
ら
い
経
っ
た
時
点
で
は
ま
だ
旧
制
度
に
よ
る
支
給
は
残
り
ま
す
。
ま
ず
、

こ
の
よ
う
な
全
体
の
流
れ
に
関
す
る
理
解
が
必
要
で
す
。

　

報
告
書
で
は
試
算
結
果
を
踏
ま
え
て
「
①
新
制
度
の
実
現
は
少
な
く
と
も
計
算
上
は
不
可
能
で

は
な
い
」
と
書
き
ま
し
た
。
持
続
可
能
か
ど
う
か
と
い
う
話
を
考
え
た
と
き
に
、
所
得
比
例
年
金

へ
の
移
行
は
難
し
い
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
今
回
わ
れ
わ
れ
が
計
算
し
た
限
り
、
少
な
く
と
も

計
算
上
は
不
可
能
で
は
な
か
っ
た
。
た
だ
し
、
制
度
移
行
の
た
め
に
給
付
は
抑
制
し
て
い
か
な
け
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図
表
18　

年
金
抜
本
改
革
に
関
す
る
移
行
期
間
の
試
算

●
2015年

を
改

革
初

年
度

と
す

る
と

、
そ

れ
以

前
に

納
付

さ
れ

た
保

険
料

に
は

旧
制

度
が

適
用

さ
れ

る
。

従
っ

て
、

　
新

制
度

が
完

全
に

適
用

さ
れ

る
の

は
、

2015年
以

降
に

新
た

に
加

入
す

る
若

い
世

代
だ

け
。

そ
の

た
め

移
行

に
　

40年
間

を
必

要
と

す
る

。

0 2 4 6 8 10 12 14 16

2010
2015

2020
2025

2030
2040

2050
2060

2070
2080

2090
2100

現
行

方
式

所
得

比
例

年
金

最
低

保
障

年
金

対
国

民
所

得
比

率

【
試

算
結

果
】

①
新

制
度

の
実

現
は

、
少

な
く

と
も

計
算

上
は

不
可

能
で

は
な

い
。

 

②
た

だ
し

、
制

度
移

行
の

た
め

に
は

給
付

抑
制

策
が

必
要

。

（
年

）

（
％

）
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れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

そ
の
理
由
は
厚
生
年
金
に
お
け
る
過
去
債
務
の
存
在
で
す
。
す
で
に
引
退
し
た
人
た
ち
に
相
当

の
年
金
を
払
っ
て
し
ま
い
、
年
金
債
務
を
将
来
に
引
き
継
い
で
い
く
わ
け
で
す
が
、
新
制
度
に
そ

れ
を
負
わ
す
の
で
、
給
付
の
カ
ッ
ト
が
必
要
に
な
り
ま
す
。
考
え
方
に
よ
っ
て
は
１
階
部
分
の
基

礎
年
金
が
な
く
な
り
、
そ
の
う
ち
半
分
は
厚
生
年
金
の
保
険
料
で
払
っ
て
い
る
の
だ
か
ら
、
資
金

が
浮
く
か
な
と
思
う
と
、
実
は
そ
う
で
は
な
い
。
基
礎
年
金
が
な
く
な
り
、
全
額
が
公
費
負
担
の

最
低
保
障
年
金
が
創
設
さ
れ
て
、
本
来
は
お
金
が
浮
い
た
は
ず
な
の
に
、
い
ま
存
在
す
る
年
金
債

務
が
多
い
が
ゆ
え
に
、
や
は
り
新
年
金
に
つ
い
て
も
相
当
程
度
カ
ッ
ト
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
わ

け
で
す
。

　

い
ず
れ
に
せ
よ
、
い
ろ
い
ろ
な
前
提
条
件
が
あ
り
ま
す
が
、
最
低
保
障
年
金
と
所
得
比
例
年
金

へ
の
移
行
は
、
少
な
く
と
も
計
算
上
は
不
可
能
で
は
な
い
。
た
だ
し
、
い
ま
考
え
ら
れ
て
い
る
よ

り
は
相
当
き
つ
め
の
条
件
を
適
用
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
こ
と
が
、
今
回
の
研
究
で
わ
か
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り
ま
し
た
。

　

図
表
19
に
そ
の
内
容
を
示
し
て
い
ま
す
。
第
Ⅰ
分
位
か
ら
第
Ⅴ
分
位
に
分
か
れ
て
い
ま
す
が
、

第
Ⅰ
分
位
は
所
得
が
低
い
人
、
第
Ⅴ
分
位
は
所
得
の
高
い
人
で
あ
り
、
い
ず
れ
も
サ
ラ
リ
ー
マ
ン

で
す
。
こ
の
棒
線
は
給
付
倍
率
と
言
わ
れ
て
い
る
も
の
で
、
分
母
が
保
険
料
の
負
担
額
、
分
子
が

も
ら
え
る
年
金
金
額
で
す
。
２
０
０
０
年
生
ま
れ
の
現
行
の
ラ
イ
ン
で
は
、
所
得
の
低
い
サ
ラ
リ

ー
マ
ン
の
ほ
う
が
高
く
、
所
得
の
高
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
は
若
干
低
い
で
す
が
、
こ
れ
は
基
礎
年
金

の
相
対
的
な
割
合
が
、
所
得
の
低
い
人
の
ほ
う
が
大
き
い
こ
と
に
よ
り
ま
す
。

　

こ
こ
で
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は
第
２
案（

注
）

、
２
０
０
０
年
生
ま
れ
（
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
方
式
・
そ
の

２
）
の
ラ
イ
ン
で
す
。
図
表
19
で
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
少
し
き
つ
め
の
適
用
、
持
続
可
能
な

抜
本
改
革
の
プ
ラ
ン
の
と
き
に
ど
う
な
る
か
と
い
う
点
に
注
目
し
て
く
だ
さ
い
。

　

ご
覧
い
た
だ
く
と
わ
か
り
ま
す
が
、
給
付
倍
率
は
確
か
に
現
行
に
比
べ
、
収
入
の
低
い
第
Ⅰ
分

位
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
に
関
し
て
は
若
干
上
が
っ
て
き
ま
す
が
、
収
入
の
多
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
で
は

（注） 第１案では、所得比例年金の保険料率を 15％、基礎年金の支給額を月額７万円
とし、第２案では基礎年金の支給額を月額５万円とし、所得比例年金を 15％削減する。
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図
表
19　

年
金
抜
本
改
革
に
関
す
る
給
付
倍
率
の
試
算

●
給

付
倍

率
＝

年
金

給
付

額
／

保
険

料
負

担
額

(本
人

負
担

)。夫
が

会
社

員
、妻

が
専

業
主

婦
で

あ
る

サ
ラ

リ
ー

マ
ン

世
帯

に
お

け
る

生
涯

の
　

保
険

料
負

担
と

年
金

給
付

額
の

比
較

。
●

ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

方
式

と
は

新
制

度
の

こ
と

。そ
の

１
が

第
1案

、そ
の

２
が

給
付

抑
制

策
を

加
味

し
た

第
２

案
で

あ
る

。 【
試

算
結

果
】

①
第

2案
（

 　
 ）

が
持

続
可

能
な

抜
本

改
革

案
。

 

②
中

間
層

の
受

益
と

負
担

構
造

は
、

現
行

制
度

と
大

き
く

は
変

わ
ら

な
い

。
1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

4.5

5.0

Ⅰ
分

位
Ⅱ

分
位

Ⅲ
分

位
Ⅳ

分
位

Ⅴ
分

位

2000年
生

(現
行

)
2000年

生
(ス

ウ
ェ

ー
デ

ン
方

式
・

そ
の

１
)

2000年
生

(ス
ウ

ェ
ー

デ
ン

方
式

・
そ

の
２

)

給
付

倍
率
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少
し
落
ち
て
き
ま
す
。
ど
う
し
て
か
と
い
う
と
、
所
得
の
高
い
人
は
い
ま
の
制
度
だ
と
、
少
な
く

と
も
基
礎
年
金
の
半
分
は
国
庫
か
ら
出
て
く
る
け
れ
ど
も
、
そ
れ
が
な
く
な
る
か
ら
で
す
。

　

つ
ま
り
、
新
し
い
制
度
を
考
え
た
と
き
に
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
強
化
と
い
う
の
は
、
た
ぶ

ん
実
現
で
き
る
と
思
い
ま
す
。
し
か
し
中
堅
の
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
、
あ
る
い
は
中
堅
よ
り
少
し
上
の

人
た
ち
が
こ
れ
か
ら
ど
う
い
う
老
後
の
生
活
設
計
を
し
て
い
く
か
と
い
う
点
に
つ
い
て
は
、
新
制

度
で
も
完
全
に
答
え
て
い
る
わ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
さ
ら
に
考
え
る
べ
き
点
が
多
い
の
で
は
な

い
か
。
そ
の
あ
た
り
を
今
回
、
最
後
の
方
で
ま
と
め
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

岩
本　

新
し
い
年
金
制
度
の
改
革
の
議
論
は
こ
れ
か
ら
さ
ら
に
深
ま
っ
て
い
く
か
と
思
い
ま
す
。

限
ら
れ
た
情
報
で
は
あ
り
ま
す
が
、
私
ど
も
で
独
自
に
検
討
し
た
結
果
で
し
た
。

　
「
貧
困
・
格
差
対
策
」
―
―
既
存
制
度
の
綻
び
と
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
拡
充

林　

貧
困
・
格
差
に
関
す
る
対
策
を
考
え
る
た
め
に
は
ま
ず
、
わ
れ
わ
れ
が
い
ま
ま
で
持
っ
て
き
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た
認
識
を
変
え
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま
す
。
先
ほ
ど
大
塚
先
生
の
話
に
も
あ
り
ま
し
た
よ

う
に
、
私
の
場
合
も
物
心
つ
い
て
就
職
す
る
ま
で
は
成
長
の
時
代
で
し
た
が
、
そ
の
後
の
20
年
は

社
会
環
境
も
経
済
環
境
も
大
き
く
変
わ
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。
例
え
ば
名
目
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は
５
０
０
兆

円
前
後
を
行
っ
た
り
来
た
り
し
て
い
る
感
じ
で
、
１
９
９
０
年
に
５
０
０
兆
円
ぐ
ら
い
だ
っ
た

の
が
直
近
の
Ｓ
Ｎ
Ａ
統
計
で
は
４
８
０
兆
円
へ
と
減
少
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
デ
フ
レ
の
時
代

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
価
格
水
準
を
み
る
指
標
は
複
数
あ
り
ま
す
が
、
Ｇ
Ｄ
Ｐ
デ
フ
レ
ー
タ
ー

（
２
０
０
５
年=

１
０
０
）
を
見
て
み
ま
す
と
、
１
９
９
４
年
に
は
１
１
０
あ
っ
た
の
が
、
直
近

の
と
こ
ろ
で
は
94
ま
で
確
実
に
下
が
り
続
け
て
い
ま
す
。

　

あ
と
は
失
業
率
の
増
大
で
す
。
こ
れ
も
ご
存
じ
の
こ
と
と
思
い
ま
す
が
、
特
に
し
わ
寄
せ
が
き

て
い
る
の
は
若
い
世
代
で
、
若
い
層
ほ
ど
失
業
率
が
高
く
な
る
傾
向
が
あ
り
、
15
～
24
歳
の
10
人

に
１
人
は
職
を
持
っ
て
い
ま
せ
ん
。
ま
た
、
非
正
規
雇
用
者
も
増
加
し
て
お
り
、
率
で
見
る
と
84

年
に
約
15
％
だ
っ
た
の
が
、
２
０
１
０
年
に
は
35
％
ま
で
増
加
し
て
い
ま
す
。
要
す
る
に
、
職
を
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持
た
な
い
人
々
や
、
職
が
あ
っ
た
と
し
て
も
不
安
定
な

職
業
し
か
持
っ
て
い
な
い
人
々
が
増
え
て
き
て
い
ま
す
。

　

貧
困
の
度
合
い
を
見
る
際
に
は
、
中
位
所
得
の
半
分

以
下
の
所
得
し
か
持
た
な
い
人
々
の
割
合
を
示
す
相
対

的
貧
困
率
が
し
ば
し
ば
利
用
さ
れ
ま
す
。
こ
の
指
標
で

見
る
と
、
日
本
の
貧
困
率
は
Ｏ
Ｅ
Ｃ
Ｄ
諸
国
の
な
か
で

４
番
目
に
高
い
。
相
対
的
貧
困
率
の
変
化
も
２
０
０
７

年
ま
で
の
数
字
し
か
あ
り
ま
せ
ん
が
、
徐
々
に
増
大
す

る
傾
向
に
あ
る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

　

次
に
所
得
が
ど
れ
く
ら
い
散
ら
ば
っ
て
い
る
か
、
つ

ま
り
、
所
得
格
差
を
み
る
指
標
と
し
て
ジ
ニ
係
数
と
い

う
値
が
あ
り
ま
す
が
、
近
年
は
こ
の
ジ
ニ
係
数
も
増
大

林委員
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し
て
い
ま
す
。
一
時
期
は
ジ
ニ
係
数
の
増
大
の
主
た
る
原
因
は
高
齢
化
の
進
展
に
よ
る
と
さ
れ
、

必
ず
し
も
憂
慮
す
べ
き
こ
と
で
は
な
い
と
議
論
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
直
近
の
デ
ー
タ
を
見
る
と

必
ず
し
も
そ
う
で
は
な
く
、
ジ
ニ
係
数
の
増
大
は
そ
も
そ
も
所
得
格
差
の
大
き
い
高
齢
者
層
の
増

大
だ
け
で
は
な
く
、
若
い
層
に
お
け
る
所
得
格
差
の
増
大
も
ジ
ニ
係
数
の
増
大
に
寄
与
し
て
い
る

傾
向
が
認
め
ら
れ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
に
既
存
の
社
会
保
障
制
度
は
ど
れ
ぐ
ら
い
対
応
で
き
て
い
る
の
で
し
ょ
う
か
。

日
本
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
保
障
制
度
が
存
在
し
ま
す
が
、
主
要
な
も
の
と
し
て
雇
用
保
険
、
国

民
年
金
、
国
民
健
康
保
険
の
三
つ
を
見
て
み
ま
し
ょ
う
。

　

ま
ず
雇
用
保
険
に
つ
い
て
。
Ｉ
Ｌ
Ｏ
の
調
査
で
は
、
無
職
者
の
う
ち
８
割
弱
が
雇
用
保
険
を
受

給
し
て
い
な
い
よ
う
で
す
。
こ
の
数
字
は
調
査
対
象
に
な
っ
た
７
カ
国
の
う
ち
中
国
に
次
い
で
２

番
目
に
高
い
と
い
う
不
名
誉
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

次
に
国
民
年
金
で
す
。
国
民
年
金
は
傾
向
と
し
て
経
済
的
に
弱
い
人
た
ち
が
加
入
し
て
い
る
公
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的
年
金
と
位
置
づ
け
ら
れ
ま
す
。
ご
承
知
の
と
お
り
国
民
年
金
に
関
し
て
は
近
年
、
無
年
金
者
、

低
年
金
者
が
ま
す
ま
す
増
え
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
高
齢
者
層
の
生
活
保
護
受
給
者
が
増
加
し
続

け
て
い
ま
す
。
直
近
の
デ
ー
タ
で
見
る
と
、
国
民
年
金
の
全
額
免
除
を
申
請
し
て
い
る
人
の
割
合

が
約
30
％
。
全
額
免
除
で
あ
っ
て
も
満
期
40
年
で
半
分
は
も
ら
え
る
の
で
す
が
、
満
額
７
万
円
弱

の
半
分
、
３
万
円
強
と
な
る
の
で
、
他
に
資
産
が
な
い
場
合
は
生
活
保
護
を
受
給
す
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。
納
付
率
も
60
％
ぐ
ら
い
ま
で
落
ち
て
い
る
た
め
、
将
来
の
低
年
金
者
や
無
年
金
者
は
ま

す
ま
す
増
え
る
で
し
ょ
う
。

　

そ
れ
か
ら
国
民
健
康
保
険
で
す
。
国
民
健
康
保
険
は
、
被
用
者
の
健
康
保
険
組
合
に
加
入
し
て

い
な
い
人
た
ち
が
参
加
す
る
公
的
健
康
保
険
で
、
市
町
村
が
運
営
し
て
い
ま
す
。
保
険
料
も
し
く

は
保
険
税
の
収
納
率
は
88
％
。
一
見
す
る
と
９
割
近
い
の
で
高
い
よ
う
な
感
じ
が
し
ま
す
が
、
国

民
皆
保
険
と
な
っ
た
61
年
度
以
来
、
最
低
の
値
に
な
っ
て
い
ま
す
。
滞
納
世
帯
割
合
も
２
割
ぐ
ら

い
あ
り
ま
す
。
滞
納
す
る
と
資
格
証
明
書
と
い
う
も
の
が
発
行
さ
れ
る
の
で
す
が
、
そ
の
交
付
世
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帯
数
は
約
31
万
世
帯
に
達
し
て
い
ま
す
。
比
率
に
す
る
と
国
保
の
被
保
険
者
世
帯
の
１
・
４
％
ぐ

ら
い
で
す
が
、
こ
れ
も
増
加
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
上
位
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
か
ら
漏
れ
た
人
々
は
結
局
、
生
活
保
護
に
落
ち
て
く

る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
生
活
保
護
の
推
移
を
書
い
た
の
が
図
表
20
（
98
ペ
ー
ジ
）
で
す
。
生
活
保

護
世
帯
数
は
、
今
年
に
入
っ
て
い
つ
の
間
に
か
１
５
０
万
世
帯
に
近
づ
く
状
態
に
な
っ
て
い
ま
す
。

生
活
保
護
の
給
付
総
額
は
す
で
に
３
兆
円
を
突
破
し
て
い
ま
す
。
対
Ｇ
Ｄ
Ｐ
比
で
見
る
と
国
際
的

に
は
そ
れ
ほ
ど
高
い
比
率
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
最
近
の
伸
び
方
は
異
様
で
す
。

　

生
活
保
護
の
増
加
に
は
二
つ
の
理
由
が
あ
り
ま
す
。
一
つ
は
「
高
齢
者
世
帯
」
の
増
加
で
す
。

こ
れ
は
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
と
お
り
、
高
齢
化
に
加
え
、
低
年
金
者
・
無
年
金
者
が
増
え
て
い
る

こ
と
に
よ
り
ま
す
。
い
ま
一
つ
は
、
特
に
リ
ー
マ
ン
シ
ョ
ッ
ク
以
降
顕
著
に
な
っ
た
の
で
す
が
、

（
高
齢
者
世
帯
、
母
子
世
帯
、
傷
病
者
世
帯
・
障
害
者
世
帯
以
外
の
）「
そ
の
他
世
帯
」
が
か
な
り

増
加
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
こ
の
比
率
が
10
年
前
と
比
べ
て
か
な
り
大
き
く
な
っ
て
い
る
状
況
に
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図
表
20　

生
活
保
護
受
給
世
帯
数
の
推
移

       
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

・
150

万
世
帯
へ（
3
兆
円
突
破
）　
・
高
齢
者
・
そ
の
他
世
帯
の
増
加

１９９１

１９９２

１９９３

１９９４

１９９５

１９９６

１９９７

１９９８

１９９９

２０００

２００１

２００２

２００３

２００４

２００５

２００６

２００７

２００８

２００９

２０１０

２０１１

（
1000世

帯
）

そ
の
他
世
帯

傷
病・障

害
者
世
帯

母
子
世
帯

高
齢
者
世
帯

1,500

1,250

1,000

750

500

2500

（
出
所
）
厚
生
労
働
省
「
福
祉
行
政
報
告
例
」

（
年
）
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あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
厚
労
省
の
方
針
の
変
化
も
か
な
り
反
映
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
ま
ま
だ
と
上
位
の
社
会
的
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
不
備
が
全
部
生
活
保
護
に
し
わ
寄
せ
さ

れ
る
た
め
、
こ
こ
数
年
で
、
い
わ
ゆ
る
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
が
準
備
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

上
位
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
社
会
保
険
制
度
と
最
後
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
で
あ
る
生
活

保
護
制
度
の
間
に
、
も
う
一
つ
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
つ
く
ろ
う
と
い
う
こ
と
で
、
複
数
の
制
度

改
革
や
新
し
い
制
度
の
創
出
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
ず
一
つ
目
は
、
昔
か
ら
あ
る
制
度
で
す
が
、
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
貸
付
要
件
の
緩
和

と
同
貸
付
制
度
内
で
の
総
合
支
援
資
金
制
度
の
創
設
で
す
。
こ
れ
を
２
０
０
９
年
か
ら
始
め
て
い

ま
す
。

　

二
つ
目
が
住
宅
手
当
制
度
。
失
職
し
て
住
居
を
喪
失
し
た
人
々
に
、
住
宅
を
見
つ
け
る
た
め
、

も
し
く
は
住
居
費
に
使
う
た
め
に
資
金
を
供
与
す
る
と
い
う
制
度
で
す
。
生
活
福
祉
資
金
貸
付

制
度
の
な
か
の
総
合
支
援
資
金
の
貸
付
と
併
用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
で
、
こ
れ
も
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２
０
０
９
年
か
ら
始
ま
っ
た
制
度
で
す
。

　

三
つ
目
が
２
０
１
１
年
か
ら
開
始
さ
れ
た
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
に
よ
る
求
職
者
支
援
制
度
で
す
。
こ

れ
は
な
ぜ
か
、
税
で
は
な
く
雇
用
保
険
料
を
財
源
と
し
て
い
ま
す
。
こ
の
制
度
は
、
雇
用
保
険
か

ら
漏
れ
た
人
々
を
対
象
と
し
、
職
業
訓
練
を
受
け
る
こ
と
を
条
件
と
し
て
職
業
訓
練
受
講
給
付
金

を
毎
月
10
万
円
給
付
し
ま
す
。
こ
れ
ら
の
制
度
は
、
働
け
る
人
は
で
き
る
だ
け
生
活
保
護
に
落
ち

な
い
よ
う
に
と
い
う
意
図
を
持
っ
て
制
度
設
計
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

無
年
金
・
低
年
金
者
へ
の
対
応
と
医
療
扶
助
の
適
正
化
が
課
題

林　

で
は
改
革
の
視
点
と
し
て
、
ど
う
い
う
見
方
が
で
き
る
の
で
し
ょ
う
か
。
生
活
保
護
は
最
後

の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
な
の
で
、
上
に
ほ
こ
ろ
び
が
あ
る
と
、
そ
の
影
響
の
し
わ
寄
せ
を
も
ろ
に

受
け
て
し
ま
い
ま
す
。
先
ほ
ど
お
話
し
し
た
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
は
方
向
性
と
し
て
は
間

違
っ
て
い
な
い
と
は
思
い
ま
す
が
、
生
活
保
護
制
度
に
お
け
る
一
番
重
要
な
次
の
二
つ
の
点
に
つ
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い
て
は
ま
だ
ま
だ
手
が
つ
い
て
い
な
い
状
態
で
す
。

　

一
つ
は
無
年
金･

低
年
金
者
の
増
加
。
こ
れ
は
、
高
齢
化
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、
加
え
て
国
民

年
金
の
不
備
に
よ
る
構
造
的
な
増
加
で
す
。
だ
か
ら
こ
れ
に
は
、
先
ほ
ど
お
話
に
あ
っ
た
最
低
保

障
年
金
を
ど
う
す
る
か
が
大
き
く
か
か
わ
っ
て
き
ま
す
。
最
低
保
障
年
金
が
充
実
す
れ
ば
、
当
然
、

生
活
保
護
へ
の
し
わ
寄
せ
が
少
な
く
な
り
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
生
活
保
護
の
医
療
費
、
つ
ま
り
、
医
療
扶
助
の
問
題
で
す
。
先
ほ
ど
生
活
保
護
の

給
付
費
の
総
額
が
３
兆
円
以
上
あ
る
と
申
し
あ
げ
ま
し
た
が
、
実
を
言
う
と
そ
の
半
分
は
医
療
扶

助
で
、
生
活
保
護
受
給
世
帯
の
医
療
費
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。
生
活
保
護
制
度
の
よ
う
な
公
的

扶
助
制
度
の
な
か
で
医
療
費
を
カ
バ
ー
し
て
い
る
国
は
日
本
と
ド
イ
ツ
ぐ
ら
い
で
、
他
の
先
進
国

で
は
公
的
扶
助
制
度
と
は
別
の
制
度
と
し
て
低
所
得
者
用
の
医
療
保
障
が
き
ち
ん
と
整
備
さ
れ
て

い
ま
す
。
だ
か
ら
、
こ
の
医
療
費
の
部
分
を
他
の
公
的
医
療
保
険
で
対
応
さ
せ
る
こ
と
で
、
金
額

的
に
は
か
な
り
改
革
の
余
地
は
あ
る
と
い
う
感
じ
が
し
て
お
り
ま
す
。
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た
だ
、「
成
案
」
を
拝
見
し
ま
す
と
、「
最
低
保
障
年
金
」
や
「
医
療
扶
助
の
適
正
化
」
と
い
う

文
言
は
あ
る
の
で
す
が
、
本
格
的
に
こ
れ
ら
に
取
り
組
む
と
い
う
意
気
込
み
は
な
か
な
か
感
じ
ら

れ
な
い
気
が
い
た
し
ま
し
た
。

　

低
下
す
る
総
合
支
援
資
金
の
償
還
率

林　

先
ほ
ど
お
話
し
し
た
よ
う
に
、
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
の
一
つ
の
支
柱
と
し
て
、
総
合

支
援
資
金
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
生
活
福
祉
資
金
の
貸
付
の
な
か
の
一
つ
の
カ
テ
ゴ
リ
ー
で
、
返

済
を
前
提
に
お
金
を
渡
し
て
い
る
制
度
で
す
。
た
だ
、
貸
付
の
条
件
が
非
常
に
緩
く
な
っ
て
い
ま

す
。
価
値
判
断
に
も
よ
る
と
は
思
い
ま
す
が
、
返
す
こ
と
が
前
提
で
あ
る
が
ゆ
え
、
審
査
が
給
付

の
場
合
よ
り
緩
く
な
り
、
本
来
、
対
象
と
す
べ
き
人
で
は
な
い
人
々
に
貸
し
付
け
が
行
わ
れ
て
い

る
可
能
性
が
あ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

近
年
創
出
さ
れ
た
総
合
支
援
資
金
だ
け
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
実
際
に
貸
し
付
け
た
生
活
福
祉
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資
金
の
う
ち
未
回
収
資
金
が
ど
れ
ぐ
ら
い
あ
る
か
を
、
昨
年
、
朝
日
新
聞
が
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
よ
り
ま
す
と
、
返
済
さ
れ
て
い
な
い
金
額
が
３
７
０
億
円
ぐ
ら
い
あ
る
と
い

う
こ
と
で
す
。
さ
ら
に
償
還
率
も
低
下
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

　

図
表
21
（
１
０
４
ペ
ー
ジ
）
は
、
某
都
道
府
県
の
償
還
率
の
変
化
で
す
。
点
線
の
離
職
者
支
援

資
金
は
、
総
合
支
援
資
金
の
前
身
の
貸
付
金
で
す
が
、
こ
こ
数
年
で
そ
の
償
還
率
が
急
激
に
下
っ

て
い
ま
す
。
加
え
て
ほ
か
の
福
祉
資
金
の
種
類
も
徐
々
で
は
あ
り
ま
す
が
、
償
還
率
は
低
下
し
て

い
ま
す
。

　

執
行
体
制
の
統
一
化
を
図
れ

林　

最
後
に
、
第
２
の
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
生
活
保
護
の
執
行
体
制
の
問
題
が
あ
り
ま
す
。
そ

れ
ら
の
執
行
に
は
複
数
の
ア
ク
タ
ー
が
関
与
し
て
お
り
、
パ
ッ
チ
ワ
ー
ク
的
な
運
営
が
さ
れ
て
い

ま
す
。
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図表 21  総合支援資金貸付の償還率の推移

1989 1992 1995 1998 2001 2004 2007

100

90

80

70

60

50

40

30

20

10

0

生活福祉資金

離職者支援資金

（生活福祉資金のうち）

（％）

（注）某都道府県のデータ
（年）
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例
え
ば
求
職
者
支
援
制
度
に
お
け
る
職
業
訓
練
は
民
間
事
業
者
に
委
託
し
て
い
ま
す
し
、
求
職

者
支
援
の
給
付
は
厚
労
省
の
出
先
機
関
で
あ
る
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
行
っ
て
い
ま
す
。
住
宅
手
当
制

度
に
関
し
て
は
、
家
賃
費
給
付
と
生
活
相
談
は
地
方
公
共
団
体
、
就
労
相
談
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、

住
宅
手
当
と
一
緒
に
貸
付
が
可
能
な
総
合
支
援
資
金
貸
付
制
度
は
、
市
町
村
社
協
（
社
会
福
祉
協

議
会
）
が
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
生
活
保
護
制
度
の
な
か
で
は
自
立
支
援
制
度
が
あ
り
、
こ
れ

に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
と
福
祉
事
務
所
が
絡
ん
で
い
ま
す
。
こ
の
自
立
支
援
制
度
に
お
け
る
福
祉
事

務
所
と
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
の
連
携
の
困
難
さ
は
小
話
的
に
し
ば
し
ば
聞
か
れ
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
な
る
と
お
金
の
給
付
を
イ
メ
ー
ジ
し
が
ち
で
す
が
、
貧
困
・
格
差
対
策

は
基
本
的
に
は
自
立
支
援
や
就
業
支
援
な
ど
の
対
人
社
会
サ
ー
ビ
ス
が
重
要
と
な
る
と
考
え
ら
れ

ま
す
の
で
、
や
は
り
統
一
的
な
執
行
体
制
を
き
ち
ん
と
考
え
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
の
が
あ
り
ま

す
。

　

長
期
的
に
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
、
地
方
公
共
団
体
の
福
祉
事
務
所
、
市
町
村
社
協
に
分
か
れ
て
い
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る
仕
事
を
、
何
と
か
統
合
で
き
れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
福
祉
事
務
所
は
市
町
村
の
仕
事

の
な
か
で
は
嫌
が
ら
れ
る
と
こ
ろ
の
よ
う
で
、
大
部
分
の
職
員
は
約
２
～
３
年
の
サ
イ
ク
ル
で
異

動
し
、
福
祉
関
連
の
人
的
資
本
が
蓄
積
さ
れ
な
い
こ
と
が
し
ば
し
ば
指
摘
さ
れ
て
い
ま
す
。
対
人

社
会
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
に
向
け
職
員
と
い
う
人
的
資
本
を
蓄
積
さ
せ
る
た
め
に
も
、
長
期
間
の
福

祉
事
務
所
勤
務
が
可
能
な
何
ら
か
の
人
事
的
・
組
織
的
な
改
革
を
考
え
る
必
要
が
あ
る
で
し
ょ
う
。

　

一
つ
の
ア
イ
デ
ア
と
し
て
、
県
単
位
で
行
っ
て
い
る
義
務
教
育
の
教
員
の
人
事
管
理
の
よ
う
に
、

福
祉
関
連
の
職
員
も
県
単
位
で
人
事
管
理
を
広
域
化
す
べ
き
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。
福

祉
関
連
の
仕
事
も
、
公
立
学
校
と
同
じ
で
、
地
域
に
よ
っ
て
き
つ
い
と
こ
ろ
と
き
つ
く
な
い
と
こ

ろ
と
が
あ
り
ま
す
か
ら
、
人
事
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
広
域
内
で
う
ま
く
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
仕
事

に
緩
急
を
つ
け
な
が
ら
、
専
門
性
な
り
、
福
祉
的
な
技
量
な
り
、
経
験
を
蓄
積
で
き
る
の
で
は
な

い
か
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

岩
本　

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
と
い
う
も
の
が
、
こ
れ
ま
で
心
も
と
な
い
網
が
バ
ラ
バ
ラ
に
か
か
っ
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て
い
る
状
態
だ
っ
た
。
そ
こ
は
手
直
し
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て

い
ま
す
。

岩
本　

以
上
、
報
告
書
の
内
容
は
、
私
ど
も
は
独
自
の
研
究
を
し
て
お
り
ま
す
が
、
同
時
に
政
府

・
与
党
の
ほ
う
で
一
体
改
革
の
議
論
が
あ
り
ま
し
た
の
で
、
一
体
改
革
と
の
対
比
で
わ
れ
わ
れ
の

考
え
方
を
整
理
す
る
と
い
う
形
に
な
り
ま
し
た
。
基
本
的
な
理
念
と
し
て
は
、
社
会
保
障
の
安
定

財
源
の
確
保
、
財
政
健
全
化
は
必
要
で
す
し
、
世
代
間
・
世
代
内
の
公
平
を
図
る
こ
と
も
貴
重
な

理
念
と
し
て
い
ま
す
か
ら
、
根
本
的
な
方
向
性
は
共
有
し
て
い
る
か
と
思
い
ま
す
。

　

そ
う
い
っ
た
意
味
で
、
改
革
の
多
く
の
面
で
は
私
ど
も
は
評
価
し
て
い
る
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す

が
、
今
日
の
報
告
で
は
む
し
ろ
、
違
う
面
を
中
心
に
解
説
す
る
形
に
な
り
ま
し
た
。
で
す
か
ら
批

判
が
目
立
つ
よ
う
な
形
に
な
っ
た
か
と
は
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
で
は
私
ど
も
の
報
告
を
受
け
ま
し
て
、
大
塚
先
生
か
ら
ご
感
想
、
ご
意
見
、
ご
批
判
も
あ
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り
ま
し
た
ら
忌
憚
の
な
い
意
見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
の
社
会
保
障
改
革
の
三
つ
の
キ
ー
コ
ン
セ
プ
ト

大
塚　

先
生
方
の
発
表
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
の
社
会
保
障
制
度
の
キ
ー
コ

ン
セ
プ
ト
は
私
な
り
に
考
え
る
と
、
次
の
三
つ
だ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

１
点
目
は
、
本
当
に
必
要
な
人
に
社
会
保
障
制
度
を
適
用
す
る
。
当
た
り
前
の
こ
と
で
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
を
徹
底
で
き
る
か
ど
う
か
。

　

２
点
目
は
、
白
石
さ
ん
も
言
っ
て
お
ら
れ
ま
し
た
が
、
就
労
を
前
提
と
し
た
社
会
保
障
制
度
を

つ
く
る
こ
と
。

　

３
点
目
は
、
他
の
分
野
の
改
革
に
も
目
を
向
け
て
い
た
だ
く
こ
と
。
他
の
分
野
と
い
う
の
は
財

政
と
の
関
係
で
す
。
例
え
ば
社
会
資
本
の
と
こ
ろ
で
、
社
会
資
本
の
つ
く
り
過
ぎ
の
状
況
を
放
置

し
た
ま
ま
で
社
会
保
障
制
度
を
充
実
さ
せ
よ
う
と
思
っ
て
も
、
財
政
的
に
不
可
能
な
こ
と
だ
と
お
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示
し
し
ま
し
た
。
社
会
保
障
制
度
の
充
実
、
改
革
の
た
め
に
も
、
他
の
分
野
の
改
革
に
も
目
を
向

け
て
い
た
だ
く
。
こ
の
三
つ
が
柱
だ
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
う
え
で
４
人
の
先
生
方
の
発
表
に
ご
く
簡
単
に
コ
メ
ン
ト
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

ま
ず
、
大
石
先
生
か
ら
は
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
に
つ
い
て
ご
発
表
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
子

育
て
に
か
か
わ
る
社
会
保
障
制
度
は
充
実
さ
せ
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
そ
し
て
そ
う
い
う
方
向

に
持
っ
て
い
く
こ
と
が
、
こ
れ
か
ら
の
わ
が
国
に
と
っ
て
は
非
常
に
重
要
な
こ
と
で
す
。
本
当
に

支
援
が
必
要
な
人
た
ち
で
あ
る
と
思
い
ま
す
。
た
だ
し
そ
の
場
合
に
、
子
ど
も
手
当
の
と
き
に
ず

い
ぶ
ん
ご
議
論
を
い
た
だ
き
ま
し
た
が
、
本
当
に
そ
れ
が
子
育
て
に
使
わ
れ
る
よ
う
に
、
現
物
給

付
を
中
心
に
し
た
制
度
拡
充
な
ど
、
中
身
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
わ
れ
わ
れ
も
工
夫
し
て
い
く
必
要

が
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

福
井
先
生
か
ら
は
、
在
宅
中
心
に
変
え
て
い
っ
た
の
は
い
い
け
れ
ど
も
、
片
方
で
在
宅
以
外
の

機
能
充
実
も
や
っ
て
い
て
、
ト
ー
タ
ル
で
ど
う
い
う
方
向
に
向
か
っ
て
い
る
の
か
わ
か
ら
な
い
と
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い
う
趣
旨
の
ご
指
摘
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
ま
た
、
機
能
充
実
、
効
率
化
と
言
い
な
が
ら
、
歳
出

規
模
は
増
え
て
い
る
と
い
う
ご
指
摘
で
し
た
。
現
象
面
と
し
て
は
、
ご
指
摘
は
当
た
っ
て
い
る
と

思
い
ま
す
。

　

医
療
、
介
護
、
予
防
、
住
宅
、
生
活
支
援
、
こ
の
５
点
セ
ッ
ト
を
充
実
さ
せ
る
と
い
う
の
が
、

実
は
私
が
厚
生
労
働
副
大
臣
在
任
中
に
つ
く
っ
た
原
案
の
コ
ン
セ
プ
ト
で
す
。
中
学
校
区
単
位
ぐ

ら
い
の
地
域
で
在
宅
医
療
・
在
宅
介
護
を
運
営
し
て
い
く
。
そ
し
て
、
そ
う
い
う
こ
と
が
可
能
な

住
宅
を
皆
さ
ん
に
お
持
ち
い
た
だ
き
、
地
域
が
サ
ポ
ー
ト
す
る
。
こ
う
い
う
こ
と
を
念
頭
に
置
い

て
お
り
ま
し
た
の
で
、
介
護
、
医
療
が
在
宅
中
心
に
変
わ
る
こ
と
で
、
コ
ス
ト
削
減
、
効
率
化
に

も
つ
な
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

そ
の
一
方
で
、
総
額
と
し
て
の
医
療
・
介
護
費
用
が
増
え
る
の
は
高
齢
者
人
口
増
の
影
響
も
あ

り
ま
す
。
そ
れ
か
ら
医
療
や
介
護
の
人
材
や
ス
タ
ッ
フ
を
ど
う
確
保
す
る
の
か
。
そ
う
い
う
こ
と

を
考
え
る
と
、
や
は
り
そ
こ
は
少
し
手
厚
さ
を
工
夫
し
な
い
と
、
い
ま
申
し
あ
げ
た
中
学
校
区
単
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位
で
地
域
社
会
を
つ
く
っ
て
い
く
と
き
に
、
高
齢
者
を
見

守
る
ス
タ
ッ
フ
が
い
な
い
と
い
う
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
い

ま
す
。
そ
の
結
果
と
し
て
ト
ー
タ
ル
で
コ
ス
ト
が
若
干
増

え
て
お
り
ま
す
。
福
井
先
生
の
お
っ
し
ゃ
る
よ
う
に
、
理

由
は
ど
う
で
あ
れ
、
結
果
と
し
て
医
療
に
か
け
る
財
源
が

増
え
た
ら
維
持
で
き
な
い
の
で
は
な
い
か
と
言
わ
れ
る
と
、

そ
う
い
う
面
は
た
し
か
に
あ
り
ま
す
。

　

図
表
７
（
35
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
医
療
の
と
こ
ろ
で
「
在

宅
医
療
・
高
度
医
療
・
終
末
期
医
療
へ
の
対
処
」
と
書
き

ま
し
た
が
、
も
っ
と
平
た
く
申
し
あ
げ
れ
ば
、
高
度
医
療

や
終
末
期
医
療
に
つ
い
て
真
剣
に
国
民
的
議
論
を
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
時
期
に
き
て
い
る
と
思
い
ま
す
。
終
末
期
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に
お
い
て
、
栄
養
補
給
等
の
た
め
に
多
数
の
挿
入
管
に
よ
っ
て
い
わ
ゆ
る
「
ス
パ
ゲ
テ
ィ
状
態
」

に
な
り
、
意
識
が
な
い
な
か
で
高
度
医
療
や
終
末
期
医
療
に
か
か
る
医
療
費
と
い
う
の
は
、
実
は

け
っ
こ
う
な
金
額
に
な
り
ま
す
。
そ
う
い
う
こ
と
も
含
め
、
機
能
強
化
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
か
ら

し
っ
か
り
国
民
的
議
論
を
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

白
石
先
生
か
ら
は
、
い
ろ
い
ろ
計
算
す
る
と
、
支
給
額
を
15
％
ぐ
ら
い
カ
ッ
ト
し
な
い
と
年
金

財
政
は
持
た
な
い
と
い
う
お
話
が
あ
り
ま
し
た
が
、
実
は
私
の
計
算
で
も
全
く
一
緒
で
す
。
先
ほ

ど
申
し
あ
げ
ま
し
た
名
目
運
用
利
回
り
４
・
１
％
を
１
～
１
・
５
％
ぐ
ら
い
引
き
下
げ
た
う
え
で
、

積
立
金
を
２
０
３
０
年
以
降
も
維
持
し
な
が
ら
現
行
制
度
を
何
と
か
運
営
す
る
た
め
に
は
、
所
得

代
替
率
（
現
役
世
代
の
平
均
賃
金
に
対
す
る
モ
デ
ル
年
金
の
比
率
）
を
40
％
ぐ
ら
い
ま
で
下
げ
な

い
と
持
た
な
い
の
で
す
。

　

い
ま
所
得
代
替
率
が
50
数
％
で
す
か
ら
、
実
は
15
％
ぐ
ら
い
引
き
下
げ
る
と
い
う
の
は
ほ
ぼ
私

の
計
算
と
一
緒
で
す
。
シ
ビ
ア
な
議
論
が
こ
れ
か
ら
必
要
だ
と
思
い
ま
す
。
所
得
代
替
率
40
％
と
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い
う
の
は
、
退
職
時
に
月
収
50
万
円
ぐ
ら
い
の
方
が
20
万
円
と
か
、
生
涯
平
均
給
与
が
月
収
30
万

円
ぐ
ら
い
の
方
が
15
万
円
と
か
12
万
円
の
年
金
を
も
ら
う
と
い
う
こ
と
で
す
が
、
実
は
こ
れ
は
、

国
民
年
金
の
夫
婦
の
合
算
金
額
と
ほ
ぼ
同
じ
で
す
。

　

例
え
ば
若
い
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
皆
さ
ん
は
普
通
に
働
い
て
い
て
も
な
か
な
か
20
万
円
台
後
半
に

給
料
が
い
か
な
い
な
か
で
、
働
い
て
い
な
い
自
分
の
親
が
自
分
の
給
料
よ
り
高
い
年
金
を
も
ら
っ

て
い
る
。
そ
れ
は
家
族
と
し
て
は
幸
せ
な
こ
と
で
す
け
れ
ど
も
、
働
い
て
い
る
息
子
さ
ん
や
娘
さ

ん
に
し
て
み
る
と
何
か
釈
然
と
し
な
い
と
い
う
こ
と
も
あ
る
と
思
い
ま
す
。
そ
う
す
る
と
、
年
金

の
水
準
は
、
い
っ
た
い
い
く
ら
ぐ
ら
い
が
本
当
は
適
切
な
の
か
。

　

誤
解
を
恐
れ
ず
に
申
し
あ
げ
ま
す
が
、
国
民
年
金
の
夫
婦
合
算
ぐ
ら
い
の
金
額
が
、
実
は
現
実

的
な
の
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。
で
も
そ
れ
で
は
老
後
は
暮
ら
せ
な
い
か
ら
、
ど
う
や
っ
て
就
労
を
確

保
し
て
い
く
か
。
貯
蓄
が
で
き
る
よ
う
な
現
役
時
代
を
ど
う
や
っ
て
確
保
す
る
か
。
そ
れ
が
現
実

的
な
課
題
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。
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最
後
に
貧
困
問
題
に
つ
い
て
林
先
生
か
ら
お
話
し
い
た
だ
き
ま
し
た
。
経
済
な
い
し
は
人
間
の

経
済
的
行
動
と
い
う
の
は
、
中
長
期
的
に
は
合
理
的
な
こ
と
し
か
起
き
な
い
の
で
す
。
な
ぜ
生
活

保
護
の
皆
さ
ん
が
こ
ん
な
に
増
え
て
い
る
の
か
。

　

先
ほ
ど
の
医
療
費
の
話
も
あ
り
ま
し
た
け
れ
ど
も
、
税
金
、
社
会
保
険
料
、
そ
れ
か
ら
無
料
と

な
っ
て
い
る
医
療
費
な
ど
を
全
部
合
算
し
て
い
く
と
、
実
際
に
働
い
て
い
る
方
の
所
得
に
換
算
し

た
ら
ど
の
ぐ
ら
い
の
名
目
所
得
水
準
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
こ
れ
は
計
算
の
仕
方
に
も
よ
る
の
で

す
が
、
住
宅
費
も
補
助
が
出
ま
す
の
で
、
５
０
０
万
円
と
か
６
０
０
万
円
ぐ
ら
い
の
金
額
に
な
る

ケ
ー
ス
が
あ
り
ま
す
。
ご
本
人
た
ち
は
そ
う
い
う
自
覚
症
状
は
な
く
て
も
、
そ
れ
だ
け
の
生
活
水

準
が
維
持
さ
れ
て
い
れ
ば
、
お
の
ず
と
そ
こ
か
ら
抜
け
出
る
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
は
な
く
な
り
ま
す
。

こ
う
し
た
現
実
を
分
析
し
た
う
え
で
、
生
活
保
護
も
見
直
し
て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
ま
せ
ん
。
だ

か
ら
冒
頭
に
申
し
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
本
当
に
必
要
な
人
は
誰
か
と
い
う
こ
と
を
議
論
し
な
け

れ
ば
い
け
な
い
の
で
す
。
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年
金
改
革
の
議
論
は
生
活
保
護
と
の
関
係
で
も
深
い
意
味
が
あ
り
ま
す
。
生
活
保
護
受
給
者
の

半
数
が
高
齢
者
で
あ
る
こ
と
を
考
え
る
と
、
高
齢
の
低
所
得
者
を
年
金
で
支
え
る
の
か
、
生
活
保

護
で
支
え
る
の
か
。
年
金
改
革
の
議
論
を
通
し
て
、
生
活
保
護
見
直
し
の
議
論
に
つ
な
が
っ
て
い

く
部
分
も
あ
る
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

現
行
制
度
の
ま
ま
で
生
活
保
護
見
直
し
だ
け
の
議
論
を
し
よ
う
と
す
る
と
、
Ｎ
Ｉ
Ｍ
Ｂ
Ｙ
シ
ン

ド
ロ
ー
ム
的
主
張
が
必
ず
出
て
き
ま
す
。
年
金
制
度
を
抜
本
的
に
見
直
す
と
な
る
と
、
働
い
て
得

る
年
金
よ
り
も
生
活
保
護
の
ほ
う
が
高
い
と
い
う
不
合
理
不
条
理
な
現
象
を
是
正
せ
ざ
る
を
得
な

く
な
り
ま
す
。
そ
う
す
る
と
生
活
保
護
制
度
全
体
を
見
直
す
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、

や
は
り
働
い
た
ほ
う
が
自
分
に
と
っ
て
も
社
会
に
と
っ
て
も
よ
い
こ
と
だ
と
い
う
当
た
り
前
の
社

会
構
造
を
、
も
う
一
度
構
築
す
る
こ
と
が
で
き
る
か
も
し
れ
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

岩
本　

で
は
、
こ
こ
ま
で
に
議
論
さ
れ
な
か
っ
た
ポ
イ
ン
ト
に
つ
い
て
も
、
議
論
を
し
て
い
き
た
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い
と
思
い
ま
す
。

　

大
塚
先
生
は
２
０
７
０
年
ご
ろ
の
姿
と
し
て
、
１
人
の
現
役
世
代
が
１
人
の
高
齢
者
を
支
え
る

肩
車
の
社
会
だ
と
言
わ
れ
ま
し
た
が
、
こ
れ
が
実
現
可
能
か
ど
う
か
、
支
え
ら
れ
る
の
か
と
い
う

こ
と
が
気
に
な
る
問
題
で
す
。
そ
の
よ
う
な
社
会
を
い
か
に
乗
り
切
る
の
か
と
い
う
こ
と
に
つ
い

て
、
一
体
改
革
の
ほ
う
で
は
、
ど
こ
ま
で
改
革
に
よ
っ
て
対
処
し
て
い
る
の
か
。
あ
る
い
は
一
体

改
革
に
盛
ら
れ
て
い
な
い
も
の
と
し
て
、
こ
れ
か
ら
の
パ
ラ
ダ
イ
ム
的
な
改
革
に
な
る
の
か
。
そ

の
な
か
に
は
新
し
い
年
金
制
度
が
入
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
そ
の
あ
た
り
を
も
う
少
し
ご
説
明

い
た
だ
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

　

そ
れ
に
関
連
し
て
、
こ
の
問
題
は
世
代
間
の
公
平
の
問
題
に
つ
な
が
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
の

と
き
の
現
役
世
代
が
、
非
常
に
重
い
負
担
を
背
負
う
こ
と
に
な
る
の
で
は
な
い
か
。
い
ま
の
現
役

世
代
の
負
担
に
比
べ
て
、
は
る
か
に
過
重
に
な
る
こ
と
の
問
題
点
が
あ
る
か
と
思
い
ま
す
。
そ
う

い
っ
た
面
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
な
対
策
が
考
え
ら
れ
る
の
か
。
こ
れ
は
主
に
年
金
、
医
療
・
介
護
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が
関
係
す
る
か
と
思
い
ま
す
が
、
そ
の
点
の
と
こ
ろ
で
ご
意
見
が
あ
り
ま
し
た
ら
伺
い
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

税
に
単
一
化
す
る
の
も
一
案

大
塚　

冒
頭
申
し
あ
げ
ま
し
た
よ
う
に
、
今
回
の
改
革
は
現
行
制
度
の
修
正
・
調
整
を
し
て
い
る

わ
け
で
あ
り
、
２
０
２
０
年
代
と
か
30
年
代
を
何
と
か
乗
り
切
る
た
め
の
改
革
に
は
な
っ
て
い
ま

す
が
、
い
ま
の
内
容
だ
け
で
高
齢
人
口
ピ
ー
ク
時
を
乗
り
切
れ
る
か
と
い
う
と
、
そ
れ
は
乗
り
切

れ
ま
せ
ん
。
次
の
改
革
が
必
ず
必
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
の
際
に
、
図
表
３
（
16
ペ
ー
ジ
参
照
）
の
驚
く
べ
き
人
口
推
移
の
山
の
絵
を
見
な
が
ら
皆
さ

ん
も
一
緒
に
お
考
え
い
た
だ
き
た
い
の
で
す
が
、
世
界
の
主
要
国
が
社
会
保
障
制
度
を
整
備
し
た

の
は
こ
こ
１
０
０
年
程
度
の
話
で
す
。
そ
れ
ら
の
国
々
の
な
か
で
、
こ
の
よ
う
に
急
激
に
人
口
が

減
る
事
態
は
ど
こ
も
経
験
し
て
い
な
い
わ
け
で
す
。
人
口
増
加
を
前
提
に
し
た
税
と
社
会
保
険
料
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と
自
己
負
担
と
い
う
仕
組
み
の
ま
ま
で
、
果
た
し
て
２
０
７
０
年
代
ま
で
社
会
保
障
制
度
が
維
持

可
能
か
ど
う
か
と
い
う
こ
と
を
真
剣
に
議
論
し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
。

　

個
人
的
見
解
を
申
し
あ
げ
れ
ば
、
私
は
税
に
単
一
化
し
た
ほ
う
が
よ
ほ
ど
わ
か
り
や
す
い
の
で

は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
税
に
単
一
化
し
、
本
当
に
病
気
で
お
困
り
の
方
、
生
活
が
苦
し
く

な
っ
た
方
に
は
公
的
補
助
を
し
っ
か
り
行
っ
て
い
く
。
税
金
は
高
く
な
り
ま
す
が
、
一
方
で
社
会

保
険
料
が
な
い
世
界
を
一
度
議
論
し
て
み
る
こ
と
も
、
改
革
に
と
っ
て
は
大
変
重
要
な
こ
と
で
あ

る
と
思
い
ま
す
。

　

非
現
実
的
だ
と
い
う
ご
意
見
も
あ
る
と
思
い
ま
す
が
、
あ
え
て
問
題
提
起
の
た
め
に
申
し
あ
げ

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

白
石　

私
が
現
行
制
度
を
防
御
し
て
も
あ
ま
り
説
得
力
は
な
い
の
で
す
が
、
２
０
７
０
年
に
向
か

っ
て
ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
し
て
い
く
た
め
に
は
、
い
ま
あ
る
仕
組
み
に
お
い
て
も
な
る
べ
く
効

率
化
を
し
て
い
く
、
給
付
を
カ
ッ
ト
し
て
い
く
仕
組
み
が
必
要
で
す
。
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そ
の
意
味
で
は
、
繰
り
返
し
に
な
り
ま
す
が
、
と
に
か
く
年
金
で
の
マ
ク
ロ
経
済
ス
ラ
イ
ド
を

適
用
す
る
。
２
０
５
０
年
ぐ
ら
い
に
は
ス
ラ
イ
ド
調
整
な
し
で
行
く
よ
り
は
良
い
状
態
が
実
現
で

き
ま
す
。

　

そ
れ
か
ら
、
税
か
保
険
料
か
と
い
う
点
。
こ
れ
は
私
の
問
題
提
起
で
す
が
、
年
金
は
も
と
も
と

職
域
制
度
と
し
て
始
ま
っ
て
い
ま
す
。
会
社
に
勤
め
て
い
る
人
に
保
険
料
を
納
め
て
も
ら
い
、
50

歳
ぐ
ら
い
で
引
退
し
て
、
60
歳
で
亡
く
な
る
人
の
老
後
の
保
障
を
会
社
が
見
ま
し
ょ
う
と
い
う
仕

組
み
で
あ
っ
た
わ
け
で
す
。

　

と
こ
ろ
が
、
か
つ
て
10
年
間
く
ら
い
で
亡
く
な
る
は
ず
だ
っ
た
の
が
、
い
ま
や
80
歳
と
か
90
歳

ま
で
寿
命
が
延
び
て
し
ま
っ
た
。
会
社
だ
け
で
は
な
く
国
民
年
金
に
入
っ
て
い
る
自
営
業
者
の
人

た
ち
も
、
福
祉
と
い
う
観
点
か
ら
そ
う
い
う
仕
組
み
が
ほ
し
い
と
言
っ
て
く
る
。
保
険
料
と
い
う

も
の
を
ど
う
考
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
職
域
制
度
と
い
う
も
の
を
ど
う
定
義
す
る
か
、
さ
ら
に
は

ど
の
よ
う
に
見
直
す
の
か
。
今
後
の
議
論
が
必
要
で
は
な
い
か
と
感
じ
ま
し
た
。
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福
井　

い
ず
れ
に
し
て
も
医
療
・
介
護
に
関
し
て
は
、
今
年
の
給
付
費
を
今
年
の
保
険
料
で
全
部

賄
う
と
い
う
仕
組
み
で
い
く
以
上
、
保
険
料
で
あ
ろ
う
が
、
税
で
あ
ろ
う
が
、
２
０
７
０
年
の
ピ

ー
ク
時
あ
た
り
ま
で
、
ず
っ
と
負
担
は
増
え
て
い
く
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す
。

　

ソ
フ
ト
ラ
ン
デ
ィ
ン
グ
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
が
出
ま
し
た
が
、
一
つ
の
制
度
改
革
の
方
向
性
と

し
て
私
ど
も
が
以
前
か
ら
提
唱
し
て
い
る
の
が
、
い
わ
ゆ
る
事
前
積
立
と
い
う
考
え
方
で
す
。
将

来
、
保
険
料
や
公
費
の
負
担
が
増
え
て
い
く
こ
と
が
わ
か
っ
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
あ
ら
か
じ
め

い
ま
の
段
階
か
ら
高
め
の
保
険
料
な
り
を
設
定
し
て
お
い
て
、
若
干
積
立
金
を
積
み
立
て
て
お
く
。

長
い
期
間
か
け
て
、
人
口
動
態
に
強
い
と
い
う
か
、
人
口
構
造
に
強
い
制
度
変
更
を
し
て
い
く
こ

と
も
、
一
つ
の
議
論
の
方
向
性
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

岩
本　

も
う
一
つ
の
論
点
と
し
て
は
、
世
代
内
公
平
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
大
塚
先
生
か
ら
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
は
必
要
で
あ
る
と
い
う
ご
意
見
が
出
さ
れ
ま
し
た
が
、
大
石
先
生
は
そ
の
な
か
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で
子
ど
も
の
貧
困
問
題
に
着
目
さ
れ
て
お
り
ま
し
た
。
一
般
的
に
、
共
稼
ぎ
世
帯
の
子
ど
も
・
子

育
て
支
援
と
、
母
子
家
庭
世
帯
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
と
は
少
し
性
格
も
違
っ
て
く
る
か
と
思

い
ま
す
。
そ
の
辺
は
就
労
と
の
関
係
も
絡
み
、
ど
の
よ
う
な
形
で
支
援
を
し
て
い
く
の
か
、
も
う

少
し
掘
り
下
げ
た
議
論
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

子
ど
も
の
貧
困
解
消
に
は
別
途
の
手
段
が
必
要

大
石　

い
ま
の
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
で
金
額
的
に
一
番
大
き
い
の
は
、
子
ど
も
手
当
と
保
育
サ

ー
ビ
ス
へ
の
支
出
で
す
。
子
ど
も
手
当
は
一
律
の
給
付
で
す
か
ら
、
扶
養
控
除
に
比
べ
れ
ば
逆
進

性
が
な
い
と
言
え
ま
す
。
私
は
税
の
再
分
配
機
能
が
働
い
て
い
る
の
で
あ
れ
ば
、
子
ど
も
手
当
は

所
得
制
限
な
し
の
一
律
給
付
で
い
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

た
だ
、
一
律
給
付
で
あ
る
か
ら
に
は
、
そ
れ
ほ
ど
格
差
縮
小
効
果
は
な
い
と
も
言
え
ま
す
。
貧

困
対
策
に
直
結
す
る
か
と
い
う
と
、
そ
う
で
も
な
い
と
こ
ろ
が
あ
り
ま
す
。
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ま
た
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
拡
充
は
、
就
労
支
援
の
面
で
と
て
も
必
要
で
は
あ
る
の
で
す
が
、
拡

充
を
し
て
い
く
と
高
所
得
層
も
同
様
に
保
育
所
の
利
用
が
増
え
て
い
く
と
い
う
面
が
あ
り
ま
す
。

で
す
か
ら
、
ど
ち
ら
の
支
出
に
し
て
も
、
子
ど
も
の
な
か
に
お
け
る
格
差
縮
小
や
貧
困
解
消
に
直

に
結
び
付
く
よ
う
な
支
出
と
は
な
か
な
か
言
え
な
い
面
が
あ
る
わ
け
で
す
。

　

そ
う
し
ま
す
と
、
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
の
メ
ニ
ュ
ー
以
外
の
別
途
の
手
段
が
必
要
に
な
り
ま

す
。
先
ほ
ど
も
申
し
ま
し
た
よ
う
に
、
社
会
保
険
料
負
担
の
問
題
に
つ
い
て
、
例
え
ば
給
付
付
き

税
額
控
除
な
ど
を
導
入
す
る
形
で
、
低
所
得
世
帯
の
実
質
的
な
社
会
保
険
料
負
担
を
軽
く
し
て
い

く
。
そ
う
い
う
別
の
手
段
が
必
要
に
な
っ
て
く
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

岩
本　

貧
困
・
格
差
対
策
は
、
林
先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
た
よ
う
に
、
そ
の
他
的
な
扱
い
が
政
策
の

ほ
う
で
も
見
受
け
ら
れ
る
気
配
が
あ
り
ま
す
。
要
す
る
に
、
こ
の
問
題
に
体
系
的
・
総
合
的
に
取

り
組
む
こ
と
が
こ
れ
ま
で
欠
け
て
い
た
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
が
、
こ
の
あ
た
り
は
政
府
の
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ほ
う
で
政
策
と
し
て
進
展
し
て
い
る
の
か
ど
う
か
。
特
に
政
権
交
代
に
よ
っ
て
変
わ
っ
た
の
で
し

ょ
う
か
。

　

消
費
税
は
社
会
保
険
料
よ
り
逆
進
的
で
は
な
い

林　

ベ
ク
ト
ル
的
に
は
た
ぶ
ん
、
政
権
交
代
の
前
か
ら
貧
困
・
格
差
対
策
の
方
向
性
は
変
わ
っ
て

き
た
と
い
う
感
じ
は
持
っ
て
い
ま
す
。
確
か
に
厚
労
省
が
出
し
て
い
る
生
活
保
護
に
関
す
る
通
知

も
、
給
付
を
緩
め
る
方
向
に
変
化
し
て
き
て
い
る
よ
う
で
す
。
た
だ
、
先
ほ
ど
私
が
申
し
あ
げ
た

組
織
論
的
な
執
行
の
視
点
は
、
や
は
り
欠
け
て
い
る
。
社
会
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
に
関
し
て
は
、

地
方
公
共
団
体
と
国
（
厚
労
省
）
と
い
う
、
異
な
っ
た
財
源
を
持
つ
ア
ク
タ
ー
が
存
在
す
る
の
で
、

執
行
体
制
を
統
一
化
す
る
方
向
で
、
国
が
音
頭
を
と
る
必
要
が
あ
る
と
い
う
気
は
し
ま
す
。

　

も
う
一
つ
は
世
代
間
不
公
平
と
世
代
内
不
公
平
の
話
で
す
。
実
際
に
世
代
間
で
考
え
る
と
、
こ

れ
は
社
会
階
層
に
よ
っ
て
変
わ
る
と
思
い
ま
す
が
、
両
親
や
祖
父
祖
母
か
ら
正
の
資
産
を
か
な
り
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も
ら
っ
て
い
る
世
帯
と
、
全
く
も
ら
っ
て
い
な
い
世
帯
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
年
金
制
度
だ
け

見
る
と
実
質
的
な
賦
課
方
式
で
若
い
世
代
か
ら
高
齢
者
世
代
に
お
金
が
移
転
さ
れ
て
い
る
の
で
す

が
、
実
際
に
は
あ
る
層
で
は
高
齢
者
世
代
か
ら
の
私
的
な
資
産
移
転
に
よ
っ
て
棚
ぼ
た
的
に
楽
を

し
て
い
る
世
帯
も
多
い
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

そ
の
一
方
で
、
異
な
っ
た
層
に
目
を
む
け
る
と
、
そ
の
よ
う
な
私
的
な
資
産
を
受
け
取
る
こ
と

も
で
き
ず
、
反
対
に
貧
困
の
連
鎖
で
苦
し
ん
で
い
る
と
こ
ろ
も
あ
る
。
で
す
か
ら
、
世
代
間
格
差

と
い
う
の
は
一
概
に
言
う
こ
と
は
で
き
ず
、
ま
た
、
縦
（
世
代
間
）
と
横
（
世
代
内
）
の
不
公
平

と
い
う
の
は
か
な
り
つ
な
が
っ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。
だ
か
ら
、
本
来
は
、
そ
こ

ま
で
ち
ゃ
ん
と
デ
ー
タ
を
採
っ
て
世
代
間
格
差
を
語
る
必
要
が
あ
る
。

　

ま
た
、
年
金
を
税
で
調
達
す
べ
き
か
、
保
険
料
で
調
達
す
べ
き
か
か
と
い
う
点
に
関
し
て
は
、

私
は
税
、
特
に
消
費
税
に
よ
る
調
達
に
賛
成
で
す
。
貯
蓄
が
な
け
れ
ば
消
費
税
は
比
例
所
得
税
に

な
り
ま
す
。
消
費
税
は
逆
進
的
と
よ
く
言
わ
れ
ま
す
が
、
現
行
の
社
会
保
険
料
体
系
と
比
べ
る
と
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非
逆
進
的
で
す
。
社
会
保
険
料
も
厚
生
年
金
も
上
限
が
決
ま
っ
て
い
る
の
に
対
し
、
消
費
税
の
場

合
は
上
限
と
い
う
も
の
は
な
く
、
比
例
に
な
り
ま
す
。
し
か
も
老
若
男
女
す
べ
て
消
費
し
ま
す
か

ら
、
消
費
で
き
る
能
力
に
応
じ
て
、
払
う
べ
き
人
は
み
ん
な
払
っ
て
い
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

も
ち
ろ
ん
、
死
亡
時
に
貯
蓄
が
残
存
し
て
い
る
場
合
は
、
消
費
税
で
は
す
べ
て
の
所
得
に
課
税

で
き
な
い
こ
と
に
な
り
ま
す
。
こ
れ
は
ま
た
次
の
世
代
に
移
転
さ
れ
る
こ
と
に
な
る
と
思
い
ま
す

が
、
本
来
は
、
既
存
の
相
続
税
に
プ
ラ
ス
し
て
、
消
費
税
相
当
の
相
続
税
を
加
算
し
て
も
よ
い
と

考
え
て
い
ま
す
。
さ
ら
に
相
続
税
の
問
題
は
先
ほ
ど
の
世
代
間
・
世
代
内
の
不
公
平
の
話
に
関
連

す
る
こ
と
で
す
。
今
回
の
成
案
で
は
相
続
税
も
強
化
す
る
方
向
に
は
な
っ
て
い
ま
す
が
、
せ
め
て

相
続
税
の
控
除
を
な
く
す
ぐ
ら
い
の
大
胆
な
改
革
は
や
っ
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　

パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
改
革
後
に
検
討
す
べ
き
課
題

大
塚　

今
回
の
発
表
の
順
番
も
大
石
先
生
か
ら
で
あ
っ
た
よ
う
に
、
子
育
て
が
一
体
改
革
の
最
初
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に
来
て
い
る
わ
け
で
す
。
そ
し
て
林
先
生
の
ご
専
門
の
「
貧
困
」
を
新
し
い
フ
ィ
ー
ル
ド
と
し
て

取
り
上
げ
て
い
ま
す
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
社
会
保
障
制
度
改
革
の
モ
メ
ン
タ
ム
（
流
れ
）
は
変

わ
っ
た
の
で
す
。
い
ま
ま
で
子
育
て
は
ト
ッ
プ
に
は
出
て
き
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
も
そ
も
、
社
会

保
障
の
対
象
と
考
え
な
い
人
も
い
ま
し
た
。

　

先
ほ
ど
か
ら
、
ず
い
ぶ
ん
悲
観
的
な
こ
と
を
申
し
あ
げ
て
き
ま
し
た
が
、
あ
え
て
問
題
提
起
の

た
め
に
申
し
あ
げ
て
い
る
面
も
あ
り
ま
す
。
今
回
の
パ
ラ
メ
ト
リ
ッ
ク
改
革
が
き
ち
ん
と
実
現
す

れ
ば
、
２
０
２
０
年
代
か
ら
30
年
代
前
半
ま
で
は
、
現
行
制
度
を
チ
ュ
ー
ニ
ン
グ
（
調
整
）
し
な

が
ら
、
医
療
・
介
護
、
年
金
、
雇
用
、
子
育
て
、
貧
困
の
問
題
も
少
し
ず
つ
改
善
で
き
る
と
思
い

ま
す
。

　

た
だ
、
そ
の
間
に
、
先
ほ
ど
来
申
し
あ
げ
て
い
る
そ
の
他
の
分
野
や
さ
ま
ざ
ま
な
他
の
課
題
、

例
え
ば
社
会
資
本
整
備
の
問
題
な
ど
を
解
決
し
な
く
て
は
な
り
ま
せ
ん
。
こ
れ
か
ら
ど
れ
だ
け
資

金
を
投
下
し
て
い
く
の
か
。
50
年
前
に
約
束
し
た
ダ
ム
建
設
も
や
っ
て
い
く
の
か
。
成
長
産
業
育
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成
の
た
め
の
財
源
を
ど
う
や
っ
て
捻
出
す
る
の
か
。
成
長
率
を
高
め
る
た
め
の
対
策
を
ど
う
す
る

の
か
。

　

そ
れ
か
ら
、
社
会
保
障
制
度
そ
の
も
の
の
効
率
化
の
議
論
も
し
っ
か
り
行
わ
な
く
て
は
な
り
ま

せ
ん
。
今
回
の
改
革
で
確
保
で
き
る
時
間
的
ア
ロ
ー
ワ
ン
ス
（
猶
予
）
は
15
年
か
ら
20
年
ぐ
ら
い

で
す
。
そ
の
間
に
、
他
の
分
野
の
改
革
、
経
済
成
長
の
実
現
、
社
会
保
障
の
効
率
化
を
急
い
で
や

る
。
そ
う
す
れ
ば
、
２
０
７
０
年
代
も
社
会
保
険
制
度
を
維
持
し
得
る
余
地
が
十
分
出
て
く
る
の

で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
政
治
や
行
政
が
具
体
的
な
行
動
を
行
い
、
具
体
的
な
成
果
に
つ

な
げ
て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
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